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ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
下
の
石
炭
生
産
の
崩
壊

守

屋

敬

彦

は
じ
め
に

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
下
で
の
重
要
戦
略
物
資

の

一
つ
た
る
石
炭
生
産
は
、

一
九
四

〇
年
を
最
高
に
し
て
対
米
英
開
戦
の
翌
年
以
降

減
産
の

一
途
を
辿
り
、
敗
戦

の
年
に

は
崩
壊
状
態
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
こ
の
崩
壊

は
、

「労
働

・
資
材

・
輸
送
の
基
本

的
生
産
諸
条
件

の
悪
化
と
そ
の
累
積
に
よ

っ
て
必
然
的
に
惹
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
」

で
あ

っ
た
。

最
初
に
技
術
者
と
熟
練
炭
砿
夫
が
徴
兵
、
召
集
で
不
足
し
、
そ
の
あ
と
に
朝
鮮
人
、

農
民
、
工
場

・
商
業
労
働
者
、
学
徒
、
女
性
等
動
員
日
本
人
、
連
合
軍
捕
虜
、
中
国

人
等
の
不
熟
練
労
働
者
を
次

々
と
大
量
に
投
入
し
、
炭
鉱
技
術
の
停
滞
、
後
退
を
も

た
ら
し
、
生
産
効
率
を
低
下
さ
せ
、
ま
た
食
糧

不
足
に
よ
る
労
働
意
欲
、
労
働
能
力

の
低
下
を
惹
き
起

こ
し
て
生
産
効
率
の
よ
り

一
層
の
低
下
を
促
進
し
、
炭
砿
機
器
、

諸
資
材
入
手
困
難
に
よ
る
機
械
化
の
放
棄
と
既
存

の
機
械
と
道
具
に
よ
る
人
力
、
馬

力
生
産
で
保
坑

・
坑
内
外

の
整
備
等
保
安
軽
視

に
よ
る
坑
内
外
の
荒
廃
を
も
た
ら
し

石
炭
生
産
を
崩
壊
さ
せ
て
い
っ
た
。

全
国
炭
砿
労
働
者
は
、
日
中
戦
争
全
面
化
の

一
九
三
七
年
に
約
二
二
万
人
で
あ

っ

た
が
、
敗
戦
の
年

一
九
四
五
年
に
は
約
四
〇
万
人
に
増
大
し
て
い
た
。

こ
の
約
四
〇

万
人
の
内
四
割
近
く
が
朝
鮮
人
で
、
坑
内
労
働
の
主
力
で
あ

っ
た
。
坑
外
労
働
者

の

主
力
た
る
日
本
人
労
働
者
は
、
機
械
、
資
材
、
木
材
、
作
業
用
品
、
生
活
用
品
の
修

理
、
修
繕
、
修
復
、
改
造
、
運
搬
、
製
造
、
藷
等
代
用
食

・
副
食
物

の
運
搬
、
生
産
、

貯
蔵
等
平
時
石
炭
生
産
で
あ
れ
ば
、
必
要
の
な
い
労
働
に
従
事
さ
せ
ら
れ
、
増
加
し

て
い
っ
た
。

一
九
三

一
年
中
国
侵
略
戦
争

の
本
格
化
以
降
、
生
産
の
軍
需
優
先
が
進
展
し
、
石

炭
生
産
に
必
要
な
機
械
、
資
材
、
作
業
用
品
、
生
活
必
需
品
の
入
手
が
だ
ん
だ
ん
と

窮
屈
に
な

っ
て
い
っ
た
。

一
九
三
八
年
六
月
石
炭
鉱
業
連
合
会
が
、
そ
れ
ら
の
斡
旋

に
乗
り
出
し
、

一
九
四

一
年

一
一
月
以
降
設
立
さ
れ
た
石
炭
統
制
会

の
資
材
部
が
、

主
食
米
か
ら
味
噌

・
醤
油

・
酒

・
石
鹸

・
鉛
筆

・
電
球

・
脱
脂
綿

・
シ
ャ
ツ
等
あ
ら

ゆ
る
食
料

・
嗜
好

・
衛
生

・
文
房
具

・
生
活
必
需

・
衣
料
用
品
、
鉄
鋼
製
品
か
ら
軍

手

・
地
下
足
袋

・
タ
オ
ル
に
至
る
ま
で
の
生
産
機
器

・
生
産
資
材

・
作
業
用
品
の
調

達
、
配
分
を

一
手
に
行

っ
た
。
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し
か
し
、

一
九
四
二
年
以
降
こ
れ
ら
の
物
資

は
、
急
速
に
入
手
困
難
に
な
り
、
翌

年
以
降
所
要
量
と
割
当
量
と
入
手
量

の
格
差
は
拡
大
す
る

一
方
で
、
統
制
会
も
お
手

上
げ
状
態
と
な

っ
て
い

っ
た
。
鋼
材
配
分
は
、

一
九
三
七
年
は
軍
用

一
八
%
、
産
業

用
人
二
%
が
、

一
九
四
四
年
に
は
軍
用
五
五
%
、
商
船
用
二
八
%
、
産
業
用

一
七
%

と
な
り
、
し
か
も
銑
鉄
割
当
量
が
普
通
鋼
材
割
当
量

の

一
五
%
な
け
れ
ば
機
械
生
産

が
正
常
に
行
え
な
い
の
に
炭
砿
に
は
八

・
一
%

し
か
割
当
な
く
、
生
産
は
お
ろ
か
故

障
機
械
の
修
理

・
修
繕
さ
え
も
満
足
に
行
え
な
く
な

っ
て
い
っ
た
。

大
手
炭
砿
は
、
自
前

の
修
理
工
場

・
自
作
工

場
を
創
設
し
、
機
械

は
勿
論
ゴ
ム

靴

・
作
業
衣
に
い
た
る
ま
で
修
理
し
、

コ
イ
ル
絶
縁
物
に
紙
ま
で
使
用
し
て
自
前
資

材
製
作
を
行

っ
た
。
坑
木
伐
採
跡
地
で
の
食
糧
生
産
、
海
岸
で
の
塩
生
産
ま
で
行

っ

た
。
そ
の
結
果
、
採
炭
能
率
が
低
下
し
、

一
九

四

一
年

一
人
当
り
年
間
採
炭
量

一
六

九
屯
が
、

一
九
四
四
年
に
は

=
二
〇
屯
に
低
下
し
、
坑
外
労
働
者
数
も
増
加

し
て

い

っ
た
。

こ
う
い
っ
た
極
端
な
機
器
、
資
材
不
足
の
な

か
で
も
、
敗
戦
ま
で
ほ
ぼ

一
〇
〇
%

調
達

で
き
た
の
は
、
火
薬
と
坑
木
だ
け
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
火
薬
は
粗
悪

化
し
、
坑
木
は
、
炭
層
の
厚
薄
、
坑
道
天
井
圧

・
側
圧
の
軽
重
、
加
背
の
大
小
、
採

炭
方
式
の
相
違

で
長
さ
、
小
口
の
種
類
約

一
七
〇
種
あ
り
、
少
な
い
炭
鉱

で
四
〇
種
、

多

い
と
こ
ろ
で
は

一
〇
〇
種
以
上
使
用
し
た
の
で
、
適
材
木
が
調
達
で
き
な
く
な
り
、

太
物

・
短
尺
物
継
合
わ
せ

・
細
物
縛
合
わ
せ
使
用
で
間
に
合
わ
せ
る
事
態
を
生
じ
た
。

機
器
、
資
材
、
生
産
用
品
、
食
糧
、
生
活
用
品
不
足
の
面
か
ら
も
前
述
の

一
九
四

五
年
の
石
炭
生
産
の
崩
壊
を
も
た
ら
す

こ
と
に
な

っ
た
。

本
稿
で
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
末
期
の

一
九
四
四
年
半
ば
か
ら
の
炭
砿
生
産
崩

壊
の
実
態
を
食
糧
、
生
活
必
需
品
、
作
業
必
需

品
、
資
材
の
面
か
ら
北
海
道
炭
砿
汽

船
株
式
会
社
経
営
幌
内
鉱
業
所
、
日
曹
鉱
業
所

天
塩
炭
砿
の
史
料

で
見
て
行
く
。
労

働
力
の
面
か
ら
の
分
析
は
、
多
く
の

著
作
が
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
扱
わ

な
い
。

北
海
道
炭
砿
汽
船
株
式
会
社
は
、

一
九
三
九
年

一
〇
月
か
ら
日
本
敗
戦

ま
で
の
強
制
連
行
朝
鮮
人
労
働
者
を

全
国
の
企
業
中
最
も
多
く
導
入
し
た
。

そ
の
数
約
三
万

一
千
人
で
、
単
独
企

業
と
し
て
は
、
こ
れ
を
凌
駕
す
る
企

業
は
な
か

っ
た
。
同
社

の
炭
砿
は
、

空
知
、
平
和
、
夕
張
、
幌
内
、
新
幌

内
の
五
鉱
業
所
に
分
か
れ
て
経
営
を

分
担
し
て
い
た
。
幌
内
鉱
業
所
は
明

治
期
か
ら
操
業
し
、
日
曹
天
塩
鉱
業

所
は
、
新
興
炭
砿
で
、
本
格
操
業
は

一
九
三
八
年
か
ら
で
あ
る
。
両
鉱
業

所
の
戦
時
中
労
働
者
状
況
の
概
況
は

第

一
表
の
通
り
で
あ
る
。

二
.
食
糧
の
窮
迫

中
国
侵
略
戦
争
の
拡
大
と
泥
沼
化
、

そ
の
打
開

の
た
め
の
対
米
英
戦
争
の

準
備
の
た
め
、
軍
需
用

の
食
糧
が
増

第1表 北海道炭砿汽船株式会社幌内鉱業所、日曹天塩鉱業所労働者状況概況

1945.6現 在1944.6現 在1943.6現 在

坑 外坑 内坑 外坑 内

労働者総計労働者台計朝鮮人労働者台計朝鮮人舗労働者台計朝鮮人労働者台計朝鮮人労働者合計朝鮮人

6931299645139352328593517182463831252848522444人 数

40.115.159.246.714.366.050.4朝鮮人比率

硬
ら

6385636116927757518254120275171542人 数

35.315.561.024.07.143.631.5朝鮮人比率

実
峯

注:北 海地方鉱山監督局への各炭砿報告により作成された史料から作成 したので、報告のない炭砿もあ

り、他の統 計とは人数は合致 しない。労働者総計には中国人、連合軍捕虜、日本人臨時夫 ・請負

夫 ・勤労報国隊員等も入っている。『北海道炭砿統計資料集成(労 働編)』 北海道立労働科学研究所
1950年刊
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大
し
た
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
政
府
は
、
朝
鮮
、
東
南
ア
ジ
ア
、
中
国
か
ら
の
米
を

中
心
と
し
た
穀
類
輸
入
を
増
大
さ
せ
る
と
共
に
、
食
糧
統
制
を
行

っ
た
。

一
九
四
〇

年
頃
ま
で
は
、
日
本
国
内
食
糧
事
情
は
、
そ
れ

ほ
ど
悪
く
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、

地
元
食
糧
補
給
が
長
い
冬
期
期
間
途
絶
え
る
北
海
道
内
炭
砿
の
強
制
連
行
朝
鮮
人
寮

の

一
九
四
〇
年
に
お
け
る
食
事
は
、
朝
夕
食
の
味
噌
汁
の
具
に
は
、
白
菜
、
キ
ャ
ベ

ツ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
大
根
、
大
根
切
干
、
蓮
根
、
タ

マ
ネ
ギ
、
ほ
う
れ
ん
草
、
ネ
ギ
、

ニ
ラ
、
た
い
菜
、
キ

ュ
ウ
リ
、
ナ

ス
、
フ
キ
、
若
芽
、
豆
腐
、
牛
内
臓
等
が
使
わ
れ
、

時
に
は
こ
れ
ら
の
具
が
複
数
使
用
さ
れ
て
お
り
、
お
か
ず
は
必
ず
季
節
的
漬
物
が
あ

り
、
夕
食
に
は
豆
腐
醤
油
漬
、
蝶
煮
付
、
ほ
っ
け
煮
付
、
天
麩
羅
、
め
ん
た

い
煮
付
、

鯨
煮
付
、
豚
肉
味
噌
煮
、
鯨
焼
魚
、
野
ウ
ド
酢
味
噌
和
え
、
豚
汁
、
タ

コ
酢
味
噌
和

え
、
セ
リ
お
し
た
し
、
鯖
煮
付
、
キ

ュ
ウ
リ
な

ま
す
、
イ
カ
煮
付
、
生
卵
、
サ
ン
マ

煮
付
、
鱒
煮
付
、
鱈

・
ジ
ャ
ガ
イ
モ

・
白
菜
汁

、
イ
カ

・
ジ

ャ
ガ
イ
モ

・
タ

マ
ネ
ギ

煮
付
、
牛
肉

・
ジ

ャ
ガ
イ
モ

・
タ

マ
ネ
ギ
煮
付

、
牛
内
臓

・
タ

マ
ネ
ギ
煮
付
、
鯨
煮

付
、
ほ
う
れ
ん
草
お
し
た
し
等
が
付
き
、

(朝
食

は
御
飯

に
味
噌
汁
と
漬
物
と
い
う

献
立
が
敗
戦
ま
で
続
く
)、
昼
食
弁
当
の
お
か
ず

は
、
季
節
的
漬
物
、
め
ん
た
い
煮

付
、
天
麩
羅
、
福
神
漬
、
小
魚
佃
煮
、
海
老
佃

煮
、
昆
布
巻
、
小
好
煮
、
霰
煮
、
新

巻
、
切
ス
ル
メ
佃
煮
、
鯨
塩
漬
、
イ
カ
塩
辛
、
油
揚
げ

・
牛
募
煮
付
、
ち
く
わ
煮
付
、

生
姜
漬
、
人
参

・
牛
募

・
コ
ン
ニ
ャ
ク
煮
付
等

で
あ

っ
た
。
休
祭
日
に
は
、
時
に
は

赤
飯
、
う
ど
ん
、
タ

マ
ネ
ギ

・
片
栗
団
子
汁
等
も
出
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も

一

九
四
三
年
以
降
副
食
物
も
、
味
噌
汁

の
具
が
な

く
な

っ
て
行
き
、
最
後
に
は
具
の

入

っ
て
い
な

い
顔
が
写
る
よ
う
な
薄

い
塩
汁
に
な
り
、
昼
食
弁
当
、
朝
夕
食
と
も
塩

の
固
ま
り
の
よ
う
な
塩
鮭
、
塩
練
鰯
、
福
神
漬
、
タ
ク
ワ
ン
の
み
に
な

っ
て
行
く
。

一
九
四

一
年
に
な
る
と
、
ま
ず
主
食
米
が
窮
屈
に
な

っ
て
来
て
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
沿

岸
紋
別
市
か
ら
約
三
〇
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
内
陸
に
入
っ
た
住
友
鴻
之
舞
金
山
で
は
、

一

カ
月
割
当
量
が

一
、
六
二
〇
俵
の

と
こ
ろ

一
月
に
は

一
、
〇

一
〇
俵

し
か
入
荷
せ
ず
、
六

一
〇
俵
、
三

七

・
七
%
の
不
足
の
状
態

で
あ

っ

た
。
四
月
か
ら
統
制
強
化
で
二
割

削
減
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ

の
量

一
、
二
九
六
俵
さ
え
も
輸
送

問
題
も
関
係
し
て
す
で
に
順
調
に

は
入
ら
な
く
な

っ
て
き
て
い
た
。

こ
の
事
態
は
、

一
つ
に
は
、
主
要

食
糧
配
給
が
地
方
食
糧
営
団
た
る

町
村
役
場
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
結

果
、
町
村
地
域
社
会
と
は
半
独
立

地
域
を
形
成
し
て
い
た
砿
鉱
山
社

会

へ
の
配
給
が
円
滑
に
行
わ
れ
な

い
状
況
を
引
き
起

こ
し
て
い
た
結

果
で
も
あ
る
。

こ
の
た
め
鉱
山
側

は
、

「当
所
配
給
所

ヲ
町
村
役
場

ト
同
様

一
単
位
ト
認
メ
之
ヲ
通
ジ

直
接
配
給

ス
ル
組
織
」
と
せ
よ
と

働
き
か
け
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、

役
場
と
地
域
主
要
食
糧
配
給
商
店

と
の
折
り
合

い
が
な
か
な
か

つ
か

ず
解
決
は
延
び
て
い
っ
た
。

第2表 米穀 配給 基準 量(1941.4～1945.3)

女男

カ ロ リーグラ ム(合)カ ロ リーグラム(合)労 働 区 分年齢(数 え)

左同421120(0.8)1～5

左同702200(1.4)6～10

ll58330(2.3)1158330(2.3)甲(普 通)

1228350(2.5)1369390(2.7)乙(重 労働)

1474420(2.9)2001570(4.0)丙(特 別重労働)

11～60

1053300(2.1)1053300(2.1)甲

1123320(2.2)1228350(2.5)乙

1334380(2.7)1685480(3.4)丙

61以 上

注:『 別 巻 日本 労働年 鑑』 法 政 大額大 原社 会 問題研 究 所1971年 刊pl57
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一
九
四

一
年
四
月
米
穀
配
給
割
当
通
帳
制
を
東
京
、
横
浜
、
名
古
屋
、
京
都
、
大

阪
、
神
戸
の
六
大
都
市
に
実
施
し
、
漸
次
地
方
都
市
に
拡
大
し
、
翌
年
三
月
ま
で
に

全
国
に
実
施
し
た
。
基
準
配
給
量
は
、
第
二
表

の
通
り
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
重
労
働

等
に
対
す
る
特
配
を
除
き

一
六
～
六
〇
歳
普
通
男
女

に
対
す
る

一
日
二
合
三
勺

(三

三
〇

g
)
、

一
、

一
五
八
カ
ロ
リ
ー
は
、
基
本
的

に
敗
戦
ま
で
変
わ
ら
な
か

っ
た
。

こ
の
算
定
基
準
は
、

一
九
四
〇
年
俸
給
生
活
者
大
人

一
日
消
費
量
三
～
三

・
五
合

を
二
割
強
減
少
さ
せ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
も
、
副
食
物
自
由
購
入
が
容
易
な
時

代
の
栄
養
的
見
地
か
ら
で
は
な
く
供
給
量
か
ら
算
定
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
量

か
ら
は
、
蛋
白
質
二
一二
・
八

9
、
脂
肪

一
・
七

9
、
炭
水
化
物
二
五
四

・
三

9
の
栄

養
価
し
か
摂
取
で
き
ず
、

一
九
四

一
年

一
二
月
か
ら
砿
鉱
山
、
造
船
、
鉄
鋼
、
沖
仲

仕
、
窯
業
等
労
働
者
に

一
四
〇

9

(
一
合
)
増

配
と
な

っ
た
が
、
食
糧
統
制
が
副
食

物
に
も
お
よ
び
始
め
る
と
、
到
底
重
労
働
従
事

者
の
必
要
栄
養
量
を
摂
取

で
き
な
く

さ
せ
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
、
米
自
体
が
七
分
掲

き

(
一
九
三
九
年

一
二
月
)
、
五
分

掲
き

二

九
四
三
年

一
月
)
、
最
後
に
は
二
分
揚

き
配
給
と
な
り
、
消
化
と
味
が
悪

く
な
り
、
各
家
庭
で
の

一
升
瓶
等
を
利
用
し
た
脱
穀
作
業
と
言
う
余
分

の
労
働
と
消

費
促
進
を
促
す
事
態
と
な

っ
た
。

一
九
四
三
年
以
降
全
国
民
は
栄
養
的
に
は
不
足
し

た
状
態
で
、
「聖
戦
遂
行
」
に
駆
り
立
て
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、

一

九
四
二
年

一
～
三
月
の
労
働
者
欠
勤
理
由
が
、
病
気
三
六
%
、
事
故
二
三
%
、
食
糧

不
足
二

一
%
と
言
う
事
態
と
な

っ
た
。
砿
鉱
山
労
働
等

の
重
筋
労
働
に
お
け
る
状
況

は
、
押
し
て
知
る
べ
し
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
日
本
全
国
あ
ら
ゆ
る
職
場
、
家
庭
で
食
糧
確
保
は
、
最
重
要
課
題
で

あ

っ
た
。
特
に
砿
鉱
山
等
重
筋
労
働
職
場
で
は
、
労
働
者
は
勿
論
、
企
業
経
営
者
も

生
産
目
標
達
成
す
る
に
は
、
こ
の
こ
と
を
放
置

し
て
お
く
訳
に
は
い
か
な
か

っ
た
。

全
国
的
に
工
場
事
業
場
の
責
任
で
労
働
加
配
米
を
利
用
し
て
の
職
場
給
食
方
式
に

よ

っ
て
労
働
者
の
栄
養
補
給
が
行
わ
れ
る
の
は
、

一
九
四
五
年
五
月
以
降
で
あ
る
。

し
か
し
、
砿
鉱
山
等
重
筋
労
働
事
業
場
で
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
欠
勤
防
止
と
労
働
能

率
低
下
阻
止
を
企
図
し
て
、
現
場
給
食
実
施
の
要
求
を
行
い
、
実
施
さ
せ
て
い
た
。

一
九
四
三
年

↓
○
月
三
〇
日
北
海
道
炭
砿
汽
船
株
式
会
社
経
営
幌
内
鉱
業
所
は
、

地
元
三
笠
町
長
に
対
し
、
次

の
よ
う
な
内
容

の

「砿
設
食
堂
用
飯
米
及
調
味
料
特
配

願
」
を
出
し
た
。
現
在

石
炭

「生
産
戦
遂
行
上
」
阻
路
に
な

っ
て
い
る
事
項
は
多

々

あ
る
が
、
そ
の
う
ち
最
も
深
刻
な
の
が

「急
迫
セ
ル
食
糧
制
限
」
で

「体
力
確
保
上

由
々
敷
実
情
」
に
あ
り
、
付
近
に
は
民
間
食
堂

一
、
二
軒
あ
る
が
、
営
業
休
止
状
態

で
、
従
業
員

の
便
益
に
何
等
な

っ
て
お
ら
ず
、

「従
業
員
ヨ
リ
砿
設
食
堂
新
設
ノ
要

望
」
も
あ
り
、
「窮
状
ヲ
緩
和
シ
食
糧
補
給
」
を
行

っ
て
、
「重
点
産
業

二
就
業
ス
ル
ノ

自
覚
ヲ
昂
メ
」
「感
謝
ノ
念
」
を
喚
起
す
る
こ
と
に
よ
り

「就
労
状
況
ノ
効
果
」
を
上

げ
た
い
。
そ
の
た
め
、
従
業
員
四
〇
〇
人
に
毎
日
給
食
す
る
に
必
要
な

一
カ
月
白
米

三
〇
俵
、
醤
油

一
斗
四
升
、
味
噌
四
斗
、
塩
二
四

㎏
、
砂
糖
七
〇

㎏

の
特
配
を
要

請
し
た
。

一
九
四
二
年
七
月
食
糧
管
理
法
が
施
行
さ
れ
、
九
月
主
に
主
要
食
糧
配
給
、
加
工
、

非
常
食
糧
貯
蔵
を
目
的
と
し
た
中
央
食
糧
営
団
が
、
地
方
に
は
実
質
的
に
都
道
府
県

警
察
部
、
市
町
村
役
所
が
実
務
を
担
当
し
て
い
た
地
方
食
糧
営
団
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
警
察
関
係
経
路
か
ら
の
申
請
、
許
可
も
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た

の
で
、

同
年

一
一
月
二
八
日
岩
見
澤
警
察
署
長
に
も
申
請
し
た
。
そ
の
後
の
経
過
を
明
ら
か

に
す
る
史
料
が
な
い
が
、
北
海
道
庁
も
許
可
し
た
ら
し
く
、
同
年

一
二
月

一
七
日
三

笠
町
長
は
、
「窮
迫
セ
ル
諸
物
資
ノ
統
制
下

二
於
ケ
ル
経
済
実
情
」
か
ら
す
る
と
、
そ

の
ま
ま

「受
諾
シ
得
ザ

ル
次
第
」
で
あ
る
が
、
「生
産
面

二
職
ヲ
奉
ズ

ル
労
務
者
ノ
苦

衷
タ
ル
ヤ
同
情

二
余
リ
ア
ル
次
第
」
で
あ
り
、
ま
た
幌
内
鉱
業
所

の
地
域
的
お
よ
び

「労
務
者

ノ
急
激
ナ
ル
増
加
其
ノ
他
福
利
施
設
等
特
殊
的
事
情

ヲ
考
慮
」
し
て
、

一
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般
配
給
に
支
障
を
来
す
状
況
と
な

っ
た
場
合
停
止
、
減
額
を
す
る
條
件
で
、
米
四
石
、

醤
油

一
斗
、
味
噌
二
斗
、
塩
三
㎏
、
砂
糖

一
〇
斤

(六
㎏
)
特
配
す
る
と
通
知
し
て

き
た
。
こ
の
特
配
量
は
、
幌
内
鉱
業
所

の
要
求
量
の
米
は
約
三
三
%
、
醤
油
約
七

一

%
、
味
噌
五
〇
%
、
塩

一
二

・
五
%
、
砂
糖
八

・
六
%

で
し
か
な
か
っ
た
。

こ
れ
で
は
全
労
働
者
に
給
食
す
る
に
は
足
り
な

い
。
増
量
交
渉
と
給
食
方
法
が
検

討
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
再
度

一
九
四
四
年
四
月
二
二
日
幌
内
鉱
業
所
経
営
幌
内
、

新
幌
内
、
奔
別
、
万
字
、
美
流
渡
、
東
幌
内
六
炭
砿
砿
長
が

一
斉
に
当
該
町
村
に
対

し
前
回
と
ほ
ぼ
同
内
容

の

「砿
設
食
堂
用
飯
米
代
用
品
並

二
調
味
料
其
ノ
他
特
配
願

ノ
件
」
を
提
出
し
た
。
方
法
は
、
約

一
合
の
丼
飯
と
味
噌
汁
で
、
実
費
に
約
三
割
加

算
し
て
食
券
方
法
で
行
う
こ
と
、
昼
夕
食
時
に
各

二
時
間
営
業
と
す
る
こ
と
等

の
補

給
方
法
を
警
察
に
申
請
し
た
。
こ
の
時
の
申
請

理
由
を
朝
鮮
人
労
働
者
に
補
給
す
る

と
し
た
砿
も
あ

っ
た
。

こ
れ
は
、
朝
鮮
人

へ
の
労
務
特
配
米
を
日
本
人
用
と
し
て
流

用
し
、
朝
鮮
人
労
働
者

に
は
大
豆
、
小
麦
粉
、
ジ

ャ
ガ
イ
モ
、
大
豆
粕
等
の
代
用
品

を
使
用
し
、
食
糧
補
給
が
日
本
人
に
比
べ
て
少
な
く
な

っ
て
い
た
こ
と
か
ら
来
る
彼

等

の
不
満
を
そ
ら
す
こ
と
、
朝
鮮
人
労
働
者
が
全
坑
内
労
働
者
の
過
半
数
を
超
え
、

坑
内
労
働
の
主
力
と
な

っ
て
い
た
の
で
開
設
砿
設
食
堂
利
用
者
を
坑
内
労
働
者

の
み

に
限
定
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
多
数
を
占
め
る
坑
外
日
本
人
労
働
者
を
排
除
し
よ
う
と

し
た
こ
と
、
彼
等

の
労
働
契
約
期
間
を
二
年
間
か
ら
三
年
間

へ
延
長
す
る
こ
と
と
二

年
契
約
者
の
期
間
延
長
を
行
わ
せ
る
た
め
の
懐
柔
策
で
あ

っ
た
こ
と
、
朝
鮮
人
労
働

者
に
補
給
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
官
憲
側

の
継
続
中
止
、
廃
止
企
図
を
治
安
上
か
ら
不

可
能
に
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た

こ
と
で
あ

る
。

こ
の
よ
う
な
申
請
は
、
全
道
の
砿
鉱
山
か
ら
出
て
い
た
ら
し
く
、
北
海
道
庁
も
対

応
せ
ざ
る
を
得
ず
、
八
月

一
五
日
北
海
地
方
鉱

山
局
長
は
、
札
鉱

一
九
労
第
九
四
九

六
号

「炭
砿
及
鉱
山
労
務
者

二
対
ス
ル
現
場
給
食

二
関
ス
ル
件
通
牒
」
で
全
道
砿
鉱

山
に

一
〇
日
に
遡
及
し
て
、
す
で
に
重
要
産
業
労
務
者
に
支
給
し
て
い
る
加
配
米

一

人

一
日

一
合
と
新
た
に
加
配
す
る
三
勺
の
内
八
勺
を
現
場
給
食
に
当
て
る
よ
う
指
令

し
た
。

こ
れ
を
う
け
て
岩
見
沢
警
察
署
は
、
九
月

一
八
日

「半
島
労
務
者

ノ
食
糧
事
情
緩

和
ノ
目
的
」

の
も
と
に

「稼
働
優
秀
者
等
ヲ
出
来
得
ル
限
リ
優
先
」
す
る
こ
と
を
條

件
と
し
て
砿
設
食
堂
開
設
を
改
め
て
許
可
し
た
。

こ
れ
は
、
食
糧
補
給
を
行
い
、
出

勤
率
、
労
働
能
率
を
上
げ
る
策
と
し
て
の
全
国
的
に
も
早
い
実
施

で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
幌
内
鉱
業
所
は
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
実
施
す
る
と
、
従
来
各
家
庭
に

直
接
配
給
し
て
い
た
労
務
加
配
米

一
合
は
、
五
勺
に
な
り
、
「家
庭
ノ
食
生
活

二
甚

大
ナ
ル
影
響
ヲ
及
ボ
ス
事

ハ
火
ヲ
見
ル
ヨ
リ
モ
明

ニ
シ
テ
、
サ
ナ
キ
ダ

ニ
窮
乏
ヲ
告

グ
ル
食
糧

二
一
層
ノ
拍
車
ヲ
掛
ケ
ル
事

ハ
労
務
対
策
上
重
大
ナ
ル
問
題
」
を
発
生
さ

せ
る
と
し
て
、
「当
局
ノ
意

二
反
ス
ル
事
」
と
な
る
が
、
「炊
事
設
備
完
了
迄
ノ
理
由
」

を
も

っ
て
家
庭
に
は
従
来
通
り
配
給
し
、
新
た
な
三
勺
と
欠
勤
者
、
公
休
日
か
ら
生

ず
る
量
で
月
六
回

一
日

一
合
五
勺
の
現
場
給
食
を
実
施
す
る
こ
と
に
決
め
た
。

こ
れ

は
、
設
備
完
了
後
も

「ズ
ル
ズ
ル
ニ
此
儘
踏
襲

ス
ル
」
こ
と
に
し
、
監
督
官
庁
の
状

況
査
察
が
入

っ
た
場
合
処
罰
さ
れ
る
恐
れ
も
あ
る
が
、

「現
場
給
食
実
施
要
綱
注
意

事
項
第
二
項
各
労
務
者

ノ
出
勤
率
作
業
條
件
其
他
ノ
事
情
ヲ
参
酌
シ

一
面
労
務
者
ノ

家
庭

二
及
ボ
ス
影
響
ヲ
慎
重

二
考
慮
シ
」
を
利
用
し
、
「増
産

二
貢
献
シ
国
家
ノ
要
請

ス
ル
目
的

二
沿
フ
モ
ノ
」
と
し
て
官
庁
も
認
め
る
で
あ
ろ
う
し
、
他
砿
も
そ
う
す
る

で
あ
ろ
う
か
ら
と
、
労
働
者
の
反
発
と
そ
れ
か
ら
生
ず
る
出
炭
減
少
を
恐
れ
て
、
道

庁
指
示
に
そ
の
ま
ま
従
う
こ
と
を
し
な
か

っ
た
。

雑
穀
、
野
菜
、
藷
類
の
入
手
も
徐

々
に
困
難
と
な
り
、

一
九
四
二
年
ま
で
は
、
貯

蔵
可
能
な
物
は
収
穫
期
に
長
期
間
分
を
確
保
し
、
統
制
の
網
を
く
ぐ

っ
て
ま
で
そ
の

入
手
を
行

っ
た
が
、
そ
れ
も
品
薄
と
統
制
強
化
で
翌
年
に
は
不
可
能
に
な

っ
て
行

っ
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た
。
ま
し
て
や
、
近
隣
に
農
家
の
な

い
山
中
の
炭
砿
で
は
、

こ
れ
ら
の
物
資

の
入
手

は
、
困
難
を
極
め
た
。

北
海
道

の
日
本
海
側
留
萌
市
か
ら
内
陸
に
約

五
〇
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
入
っ
た
山
中
の

日
曹
天
塩
炭
砿
で
の

一
九
四
二
年
二
月
に
北
海
道
石
炭
統
制
組
合
に
提
出
し
た

「飯

米
並

二
雑
穀
類
ノ
不
足
ガ
炭
砿
事
業

二
及
ボ
セ

ル
影
響
調
査
」
で
当
時

の
現
状
を
見

て
み
よ
う
。
北
海
道
は
、
前
年
の
米
穀

・
雑
穀

の
大
凶
作
と
本
州
方
面
か
ら
の
移
送

も
順
調
で
な
か

っ
た
た
め
、
配
給
事
情
が
か
な

り
苦
し
く
な

っ
て
い
た
。
日
曹
天
塩

炭
砿
ま

で
は
会
社
支
線

一
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
あ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
冬
期
は
除
雪

の
問
題
も
あ

っ
て
、
輸
送
杜
絶
が
度

々
起
こ
り
、
主
食
米
を
は
じ
め
、
諸
物
資
入
荷

が
遅
滞
し
た
。
代
用
食
用
ジ

ャ
ガ
イ

モ
は
、
前

年
秋
に

一
、
五
〇
〇
俵

の
割
当
が

あ

っ
た
が
、
輸
送
問
題
と
農
家

の
春
先
高
値
を
見
込
ん
で
の
売
り
惜
し
み
の
た
め
三

〇
%
位
し
か
入
荷
し
な
か

っ
た
。
そ
の
た
め
、
食
糧
不
足
で
市
街
地
近
辺
炭
砿

へ
移

動
し
よ
う
と
す
る
日
本
人
労
働
者
が
出
て
来
て
お
り
、
朝
鮮
人
労
働
者
は
帰
国
を
申

し
出
る
者
も
現
れ
た
。
「飯
米
不
足
ノ
為
メ
弁
当
持
参

ス
ル
能

ハ
ズ
シ
テ
欠
稼
者
」
続

出
し
、
坑
内
で
の
弁
当
紛
失
が

「頻
発
」
し
、
「
炊
事
場

ハ
厳
格

二
取
締

ル
モ
盗
食
多

ク
出
稼
ス
ル
ト
称
シ
弁
当
ヲ
受
取
更

二
盗
食

ス
ル
モ
ノ
頗

ル
多
シ
」
と
言

っ
た
状
況

で
、

一
九
三
九
年

一
二
月
と

一
九
四

一
年

一
二
月
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
稼
働
率

は
八
四

・
七
%
か
ら
八
〇

・
二
%

へ
、

一
日

一
人
当
出
炭
高

は
○

・
七
八
屯
か
ら

○

∴
二
五
屯

へ
と
低
下
す
る
事
態
と
な

っ
て
い
た
。
ま
た
、
学
童
は
、

「満
足
ナ

ル

弁
当
持
参
通
学

ス
ル
モ
ノ
殆

ン
ド
ナ
ク
」
、
近
隣

に
農
家
な
く

「物

々
交
換
」
す
る
こ

と
も
出
来
ず
、
預
金
の
払
出
が
続
出
し
、
「各
労
務
者

ノ
栽
培
セ
ル
モ
ノ
ヲ
霜
取
」
す

る
事
件
も
頻
発
し
て
い
た
。
会
社
側
は
、
出
稼
優
秀
者
に
米
二
合
ま
た
は
代
用
食
を

支
給
し
た
が
、

こ
れ
も

「近
隣

二
農
家
皆
無

ニ
シ
テ
配
給
量
以
外

ハ
全
ク
副
食
物
無

ク
個
人
的
購
入
等
モ
不
可
能

二
付
食
糧
難

ハ
他
鉱
業
所
ト
比
較

一
層
深
刻
」
と
言

っ

た
状
況
で
、
各
種
産
業
統
制
組
合
、
官
庁
か
ら
の
割
当
物
資

の
確
実
な
輸
送
し
か
入

手
方
法
は
な
く
、
食
糧
確
保
対
策
に
は
打

つ
手
が
な
か
っ
た
。

こ
の
時
は
、
三
月
に

な

っ
て
道
庁
、
石
炭
統
制
会
、
石
炭
統
制
組
合
間
で
協
議
し
、
中
央
と
も
交
渉
し
、

労
働
者

一
〇
〇
人
以
上
の
炭
砿
に
三
月
か
ら

「増
加
配
給
米
」
を

一
人

一
日
当
り
五

勺
、
雑
穀
を

一
合
三
勺
、
混
食
用
と
し
て
四
月
か
ら
蕎
麦
粒
、
五
月
か
ら
黍
米
を
配

給
す
る
こ
と
で

一
息

つ
い
た
。
日
曹
天
塩
炭
砿
と
同
じ
地
理
的
条
件
で
、
近
隣
に
農

家
が
少
な
い
全
国
の
砿
鉱
山
は
、
戦
線
が
太
平
洋
に
拡
大
す
る
以
前
に
同
じ
様
な
状

態
に
落
ち
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
近
隣
に
農
家
が
あ
り
、
輸
送
条
件
も
良
か
っ

た
北
海
道
や
、
北
九
州
の
炭
砿
の
密
集
し
た
と
こ
ろ
も
、
必
要
量
の
多
量
な
こ
と
か

ら
似
た
様
な
状
態
で
あ

っ
た
。

一
九
四
二
年
以
降
他
の
業
種
も
そ
う
で
あ

っ
た
が
、
炭
砿
は
長
期
貯
蔵
可
能
食
糧

た
る
塩
干
水
産
物
、
塩

・
味
噌
漬
物
の
入
手
に
力
を
入
れ
た
。
そ
の
う
え
、
加
工
品

の
入
手
ば
か
り
で
な
く
、
秋
に
は
大
根
を
大
量
に
確
保
し
漬
物
を
自
ら
製
造
し
た
り
、

味
噌

・
醤
油

・
塩
の
製
造
も
企
図
、
実
行
し
た
。
そ
の
た
め
、
味
噌
、
醤
油

・
澱
粉

製
造
業
者
か
ら
空
樽
を
購
入
し
た
。
ま
た
、
業
者
に
塩
を
提
供
し
、
沢
庵

の
製
造
を

請
け
負
わ
せ
た
り
も
し
た
。
種
、
種
芋
を
購
入
し
、
炭
砿
敷
地
内
空
地
や
坑
木
伐
採

地
の
開
墾
を
行

っ
て
労
働
者
に
栽
培
さ
せ
た
。
北
海
道
炭
砿
汽
船
株
式
会
社
幌
内
鉱

業
所
は

一
九
四
五
年
三
月
干
カ
レ
イ
七
二
箱

一
台
車
分
、
四
月
人
参

・
牛
募
の
塩

・

味
噌
漬
を
二
〇
〇
箱
合
計
二
、
○
○
○
貫
、
前
年
の
八
月
半
ば
に
は
白
瓜

・
ト

マ
ト

一
台
車
分
、
大
根
三
五
万
貫
、
南
瓜
三
四
、
○
○
○
貫
、

一
九
四
五
年
五
月
種
ジ

ャ

ガ
イ
モ
三
〇
〇
俵
購
入
、
六
月
に
は
空
樽
三
斗
八
升

の
も
の
を

一
五
個
、
日
曹
天
塩

炭
砿
で
は

一
九
四
二
年
四
月
直
径
六
尺
の
大
桶
四
個
購
入
し
、
す
で
に
購
入
し
て
い

た
四
斗
半
樽
数
十
個
で
大
根
漬
物
を
製
造
、
と
言

っ
た
こ
れ
は
ほ
ん
の

一
例
で
あ
る

が
、
購
入
で
き
る
と
き
に
可
能
な
限
り
購
入
し
、
貯
蔵
し
た
。
そ

の
た
め
、
配
給

・
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購
買
所
職
員
は
、
物
が
あ
る
と
い
う
噂
、
売
り
込
み
が
あ
れ
ば
そ
れ
が
統
制
品
で
あ

ろ
う
が
な
か
ろ
う
が
即
座
に
出
張
し
、
そ
の
確

保
に
努
め
た
。
統
制
品
で
あ
れ
ば
、

確
保
し
た
後
に
官
庁
に
交
渉
し
て
購
入
許
可
を
得
た
。
統
制
割
当
決
定
済
み
の
物
で

も
、
な
か
な
か
入
荷
せ
ず
、
再
三
の
問

い
合
わ

せ
、
請
求
、
職
員
出
張
に
よ
る
当
該

組
織
と

の
交
渉
の
結
果
他
工
場
事
業
場

へ
発
送
分
を
緊
急
に
発
送
し
て
貰
う
事
態
も

生
じ
た
。
北
海
道
炭
砿
汽
船
株
式
会
社
幌
内
鉱
業
所

の

『
出
張
報
告
綴
』
の

一
九
四

四
年
六
月
か
ら
翌
年
八
月
敗
戦
ま
で
の

「出
張
報
告
書
」
一
〇
〇
件
の
内
二
〇
件
が
、

味
噌

・
醤
油
配
給
会
社
、
塩
会
社
、
生
果
物
会
社
、
酒
類
販
売
会
社
、
漁
業
会
、
水

産
卸
統
制
組
合
、
藷
類
統
制
組
合
、
各
地
産
業
組
合
、
個
人
所
有
者
等
の
食
料
関
係

出
張

の
も
の
で
、
資
材
関
係
出
張

の
も
の
に
次

い
で
多
か

っ
た
。

肉
類
は
、
最
も
入
手
困
難
な
食
糧

で
あ

っ
た
。
た
ま
に
入
荷
し
て
も
、
全
労
働
者

の
満
足
の
ゆ
く
量
で
は
な
か
っ
た
。
た
と

へ
ば

、

一
九
四
四
年

一
二
月
二

一
日
久
し

ぶ
り
に
幌
内
鉱
業
所
に
入
荷
し
た
量
は
、

一
〇
貫
で
あ

っ
た
。

こ
れ
が
果
た
し
て
労

働
者

の
口
に
入

っ
た
か
は
疑
問

で
あ
る
。
北
海
道

で
は
、

一
九
四
三
年
四
月

一
七
日

石
炭
統
制
会
札
幌
支
部
か
ら
の
各
砿
通
達
札
生
用
発
第

=
二
五
号

「牡
牛
増
殖
奨
励

二
関
ス
ル
件
」
で
北
海
道
庁
、
北
海
道
與
農
公
社
計
画
に
よ
る
労
働
者

の

「栄
養
上

蛋
白
質
給
源
ノ
確
保
」
と

「労
務
者
定
着

ノ

一
助
」
の
た
め
従
来
採
算
上
屠
殺
し
て

い
た
牡
牛
を

一
定
期
間
飼
育
し
、
食
糧
、
皮
革
事
情
悪
化
緩
和
の

一
助
と
す
べ
く
補

助
金
を
出
し
て
、
炭
砿

・
重
工
業
等
に
飼
育
さ
せ
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
こ
れ
は
、

当
面
五
、
○
○
○
頭

の
牡
牛
の
内
二
、
○
○
○
頭
に
つ
い
て
北
海
道
庁
が

一
頭
当
り

三
〇
円
、
與
農
公
社
が
三
五
円
、
計
六
五
円
、

一
、
○
○
○
頭
と
二
、
○
○
○
頭
に

つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
與
農
公
社
と
砿
鉱
山
が
六

五
円
の
補
助
金
を
負
担
し
、
各
農
家

に
約

一
年
四
カ
月
委
託
飼
育
さ
せ
、

一
頭
約
七
〇
貫
で
屠
殺
、
骨
付
き
肉
約
三
〇
～

三
五
貫

(精
肉
二
四
～
二
五
貫
)

の
八
〇
%
を
当
該
事
業
場
に
精
肉
二
級
品
と
し
て

公
定
価
格
で
配
給
経
路
を
通
じ
労
働
者
に
特
配
す
る
と
言
う
計
画
で
あ

っ
た
。

こ
れ

に
対
す
る
各
炭
砿
の
反
応
を
明
ら
か
に
す
る
史
料
が
な
い
こ
と
は
、
中
小
炭
砿
は
勿

論
、
大
炭
砿
も

一
年
四
カ
月
余
後
の
食
肉
入
手
に
資
金
を
投
入
す
る
よ
り
当
面
の
食

糧
確
保
に
資
金
を
廻
す
こ
と
を
優
先
し
て
、
ほ
と
ん
ど
申
込
が
な
か

っ
た
と
考
え
る
。

事
実
新
興
炭
砿
で
あ
り
、
前
述

の
ご
と
く
食
糧
入
手
に
極
め
て
困
難
な
地
の
炭
砿
で

あ
る
日
曹
天
塩
炭
砿
で
は
断

っ
て
い
る
。

日
本
国
内
食
肉
に
関
し
て
は
、

一
九
四
五
年
二
月

一
四
日
二
〇
勤
第

一
七
号
軍
需

省
総
動
員
局
第
三
部
勤
労
第
二
課
長
名

「労
務
者
用
物
資
配
給
割
当

二
関
ス
ル
件
」

で
、
「重
要
産
業
労
務
者

ノ
労
苦

二
報

ユ
ル
肉
ノ
供
給
ヲ
企
図
」
し
て
現
場
給
食
を
実

施
し
て
い
る
工
場
、
鉱
山
を
対
象
に

「満
州
国
」
か
ら
五
、
○
○
○
屯
以
上
、
当
面

二
、
○
○
○
屯
の
牛
肉
、
豚
肉
を
供
給
す
る
こ
と
が
通
達
さ
れ
た
。
輸
出
業
者
は
満

州
畜
産
公
社
、
輸
入
業
者
は
交
易
公
団
、
輸
入
期
間
は

一
九
四
五
年
四
月
か
ら
翌
年

三
月
ま
で
、
受
渡
場
所
は
朝
鮮
各
港
所
在
冷
凍
庫
と
言
う
計
画
で
あ

っ
た
。
こ
の
こ

と
も
ま
た
そ
の
後
と
受
け
入
れ
先

の
実
情
を
明
ら
か
に
す
る
史
料
が
な
い
の
で
、
ど

こ
ま
で
実
施
さ
れ
て
日
本
敗
戦
を
迎
え
た
か

つ
ま
び
ら
か
に
し
得
な
い
が
、
も
し
実

行
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
中
国
東
北
部
に
お
け
る
民
衆
の
肉
類
食
糧
の
不
足
に
甚

大
な
る
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

第
三
表
の
通
り

一
九
四
五
年
五
月
か
ら
米
の
配
給
量
が
、

一
歳
か
ら

一
〇
歳
お
よ

び
六
大
都
市
居
住

の

一
一
歳
か
ら

一
五
歳
以
外

の
国
民
に
は

一
層
減
量
さ
れ
た
。
そ

れ
以
上
の
栄
養
補
給
は
、
麦
、
大
豆
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
サ
ツ

マ
イ
モ
、
大
豆
粕
等
雑

穀
、
藷
類
に
よ
る
代
用
食
で
行
わ
れ
た
。
だ
が
こ
れ
ら
主
食
、
代
用
食
に
よ
る
栄
養

摂
取
は
、

「稼
働
者
ガ
ソ
ノ
配
給
量
ヲ
全
部
食

ス
ル
モ
坑
内
重
稼
働

二
対
シ
不
十
分

ナ
ル
ニ
自
己
ノ
子
供
ノ
不
足

二
対
シ
己
レ
ノ
配
給
量
ノ
幾
分
ヲ
割
」
く
と
行

っ
た
状

況
を
各
家
庭

で
常
態
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
食
料
獲
得
の
た
め
に
欠
稼
者
が
増

一
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第3表 米穀配 給 基準 量(1945.5～8)

A、 家 庭 向け

カ ロ リー男女グラム(合)労働区分等年 齢カ ロ リー男女グラム(合)労働区分等年 齢

1404400(2.8)6大 都市

1264360(2.5)その他
11～15

421120(0.8)全 部1～2

597170(1.2)全 部3～5

ll58330(2.3)普通 ・軽労働

1404400(2.8)重労働
16～60

983280(2.0)6大 都市

878250(1.8)その他
6～10

1053300(2.1)全 部61以 上

17650年 齢 不 問 妊 婦

B、 事業 所 向け

グ ラムその他産業労働者グラム(合)特殊産業労働者

女男女男
労働区分年 齢

20～9016～130160200(1.4)重労働

90～160170～240130310(2.1)特別重労働
16～60

20～9050～120160190(1.3)重労働

80～150160～230220300(2.1)特別重労働
60以 上

備 考1)「6大 都 市」とは東 京 、横 浜、 大阪 、名 古屋 、京 都 、神 戸。

2)「 特殊 産 業労働 者 」とは造船 、 製鉄 ・製鋼(圧 延 を含 む)労 働 者 、炭坑 夫 、鉱 山労働 者 、

沖仲 仕 、薪 炭 生産者(専 業)、 製 材 労働者(専 業)。

注:『 別巻 日本労働 年 鑑』 法 政大 学大原 社 会 問題 研 究所1971年 刊pl57

加
し
、
出
稼
し
て
も
労
働
効
率
が
落
ち
、
食
糧
事
情

の
窮
迫
が
、
石
炭
生
産
を
崩
壊

さ
せ
る
大
き
な
原
因
の

一
つ
と
な

っ
た
。

三
、
生
活
必
需
品
、
作
業
用
品
の
窮
迫

生
活
必
需
品
は
、
鍋
釜
等
の
生
活
用
品
、
酒
、
煙
草
等
の
嗜
好
品
、
薬
等
の
衛
生

用
品
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
戦
時
中
す
べ
て
統
制
さ
れ
、
統
制
さ
れ
て
い
な
い
も
の

を
見

つ
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ

っ
た
。

耐
久
生
活
用
品
は
、

一
度
購
入
、
設
置
す
る
と
家
庭
も
寮
、
寄
宿
舎
も
我
慢
す
れ

ば
そ
れ
ほ
ど
入
手
難
で
困
却
す
る
こ
と
は
な
い
。
衣
料
等
の
消
耗
生
活
用
品
は
、
統

制
下
で
も
大
量
に
生
産
さ
れ
て
い
た
か
ら
手
を
回
せ
ば
割
当
外
で
も
た
ま
に
は
手
に

入
れ
ら
れ
た
が
、
入
手
で
き
な
く
て
も
直
接
生
産
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は

な
か

っ
た
。
嗜
好
品
は
、
原
料
か
ら
生
産
、
販
売
に
い
た
る
ま
で
最
も
統
制
さ
れ
て

い
た
か
ら
闇
で
大
量
に
入
手
す
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ

っ
た
が
、
な
け

れ
ば
な

い
で
配
給
だ
け
で
我
慢
も
で
き
、
代
替
品
で
間
に
合
わ
せ
も
し
た
。
衛
生
用

品
も

一
九
四
四
年
頃
ま
で
は
、
炭
砿
に
は
最
低
限
割
り
当

て
ら
れ
た
。
し
か
し
、
畳
、

蒲
団
、
そ
れ
に
北
海
道

の
炭
砿
で
は
ス
ト
ー
ブ

の
確
保
は
、
炭
砿
労
働
者
の
増
加

の

た
め
最
後
ま
で
苦
労
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

畳
は
、
徴
用
、
応
召
で
職
人
が
不
足
し
、
そ

の
う
え
材
料
も
不
足
が
ち
で
、
石
炭

統
制
会

の
割
当
枚
数
自
体
入
手
で
き
な
い
状
態
と
な

っ
て
行

っ
た
。
ま
た
畳
表
原
料

の
藺
草
は
、
主
食
米
生
産
転
換
に
よ
り
作
付
面
積
が
、

一
九
四
〇
年
の
九
、
六
四
五

町
歩
か
ら

一
九
四
三
年
の
五
、
四
六
四
町
歩

へ
、
生
産
高
が
五
六
、
九
三
二
貫
か
ら

二
八
、
七

一
〇
貫
に
年

々
減
少
し
た
。
そ
の
結
果

一
九
四
三
年
は
、
軍
需
、
災
害
、

外
地
用
を
除
く
と

「畳
表
ノ
更
年
期

ハ
市
部

ニ
テ
九
年
、
町
村
部

ニ
テ
二
十
九
年
ト
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相
成
リ
、
全
国
平
均

ハ
年

一
人
当
リ
○

・
二
九
枚
」
と
な
る
と
い
っ
た
極
端
な
不
足

を
現
出
し
た
。

一
九
四
二
年
末
に
三
菱
美
唄
鉱
業
所
は
、
勤
労
報
国
隊
受
入
を
畳
不

足
で
収
容
余
力
が
な
い
こ
と
を
理
由
の

一
つ
に
し
て
受
け
入
れ
な
か
っ
た
事
態
も
生

じ
て
い
た
。
北
海
道
炭
砿
汽
船
株
式
会
社
幌
内

鉱
業
所
は
、

一
九
四
四
年
度
分

一
、

○
○
○
枚

の
割
当
が
二
月
に
あ

っ
た
。
契
約
は
、
石
炭
統
制
会
と
日
本
畳
工
業
会
社

北
部
支
社
と

の
間
で
行
わ
れ
、
七
月
に
幌
内
鉱

業
所
に
は
二
五
〇
枚
納
入
さ
れ
た
。

あ
と
の
七
五
〇
枚
は
、
再
三
再
四
交
渉
し
、
鉱
業
所
が

「出
荷
特
励
金
」
を
出
す
と

云
っ
て
も
納
入
さ
れ
な
か

っ
た
。
三
菱
鉱
業
所

の
よ
う
に
勤
労
報
国
隊
等
の
形
で
畳

職
人
を
雇
用
し
、
日
本
畳
工
業
会
社
か
ら
材
料
と
工
賃
を
提
供
さ
れ
て
生
産
し
た
と

こ
ろ
以
外
は
、
他
の
鉱
業
所
で
も

一
部
が
納
入
さ
れ
た
だ
け
で
あ

っ
た
。

一
九
年
度

分
は
、
未
納
を
大
量
に
残
し
て
契
約
解
除
と
な

り
、
石
炭
統
制
会
と
日
本
畳
工
業
会

社

の
二
〇
年
度
の
契
約
交
渉
に
入
る
こ
と
に
な

っ
た
。
し
か
し
、

二
〇
年
度
の
日
本

畳
工
業
会
社
の

「徴
用
応
召
等
ノ
為
極
度

二
労

力
ノ
不
足
」
が
解
消
さ
れ
る
わ
け
で

は
な
く
、
前
年
度

の
三
菱
が
取

っ
た
対
策
に
よ
る
外
、
各
炭
砿
が
必
要
畳
数
を
確
保

す
る
方
法
は
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
幌
内
鉱
業

所
は
、
二
〇
年
度
の
割
当

一
、
五
〇

〇
枚
を
新
畳

一
枚
六
七
円
で

「炭
砿
ガ
所
有
ノ
畳
表
ヲ
日
畳
ガ
加
エ
シ
タ
ル
形
式
ヲ

取
ル
事
」
と
し
て
幌
内
鉱
業
所
に
最
優
先
で
納
入
す
る
協
定
を
六
月

=

日
に
日
本

畳
工
業
会
社
北
部
支
部
と
結
ん
だ
。
当
時

一
級
品
新
畳
公
定
価
格
が

一
枚
三

一
円
で

あ

っ
た
か
ら
幌
内
鉱
業
所
は
、

二
倍
強
の
価
格

で
引
き
取
る
こ
と
に
し
た
わ
け
で
あ

る
。
書
類
上
で
は
、
日
本
畳
工
業
会
社
か
ら
四
、

一
八
七
枚
購
入
す
る
こ
と
に
し
、

統
制
違
反
を
の
が
れ
よ
う
と
し
た

(畳
床
が
二
級
品
で
あ

っ
た
の
で
、
実
際
協
定
は

公
定
価
格
を
二
四
円
と
し
た
。

し
か
し
、
上
記

の
契
約
書
文
章
は
、
あ
ま
り
に
も
統

制
逃
れ
が
見
え
見
え
で
あ

っ
た
の
で
、
二
日
後

に

「日
畳
ガ
所
有
ノ
畳
表
ヲ
日
畳
ガ

加
工
シ
タ
ル
形
式
ヲ
取
ル
事
」
と
改
め
た
。
購

入
代
金
は
変
え
ず
、
実
質
は
闇
取
引

で
あ
る
)。
か
く
ま
で
し
て
、
強
制
連
行
朝
鮮
人
を
は
じ
め
と
す
る
労
働
者
増
に
よ

る
急
造
寄
宿
舎
、
寮
、
住
宅
建
設
に
必
要
な
畳

の
確
保
に
狂
奔
し
た
。
そ
れ
で
も
間

に
合
わ
ず
、
板
の
間
を
増
や
し
、
畳
の
代
わ
り
に
莫
産
を
敷
く
こ
と
で
間
に
合
わ
せ

る
こ
と
に
な

っ
た
。

蒲
団
は
、
勤
労
報
国
隊
、
挺
身
隊
、
強
制
連
行
外
国
人
等
の
も
の
の
確
保
が
む
ず

か
し
か

っ
た
。
北
海
道

で
は

一
九
四
三
年
八
月
大
政
翼
賛
会
と
大
日
本
婦
人
会
の
両

北
海
道
支
部
が
中
心
と
な
り
、
各
統
制
団
体

の
協
力
の
も
と
九
月

一
ヵ
月
間
で
各
家

庭
か
ら

一
枚
の
座
布
団
を
供
出
さ
せ
三
〇
～
四
〇
万
枚
を
集
め
、
蒲
団
に
転
用
す
る

こ
と
を
行

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
行

っ
て
も
、

一
九
四
四
年
に
な
る
と
極
度

の

入
手
難
で
、
そ
れ
以
前
か
ら
強
制
連
行
朝
鮮
人
の
家
族
呼
寄
に
は
、
鍋
釜
、
食
器
と

蒲
団
は
必
ず
持
参
さ
せ
、
勤
労
動
員
で
蒲
団
持
参
で
入
山
す
る
者
に
は
、
鉱
山
側
か

ら
蒲
団
損
料
を
支
給
し
て
い
た
。
し
か
し
、
強
制
連
行
者
に
蒲
団
を
持
参
さ
せ
る
こ

と
は
、
輸
送
事
情
か
ら
不
可
能
で
、
彼
等

の
分
は
、
ど
う
し
て
も
炭
砿
側
で
調
達
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
調
達
は
困
難
を
極
め
、

一
九
四
五
年
三
月
下
旬
に
到
着

予
定

の
幌
内
鉱
業
所

へ
の
連
行
朝
鮮
人

一
五
〇
名
分

の
蒲
団
が
納
入
さ
れ
た
の
は
、

彼
等
の
到
着
後
の
四
月
下
旬
で
あ

っ
た

(注
文
は
前
年

一
二
月
末
)。

ス
ト
ー
ブ
は
、
ほ
と
ん
ど
入
荷
し
な
く
な
り
、
北
海
道
炭
砿
汽
船
株
式
会
社
は
、

一
九
四
四
年

一
〇
月
以
降
そ
れ
ま
で
の
個
人

へ
の
自
由
販
売
制
か
ら
計
画
的
な

「社

給
」
に
変
更
し
た
。
製
品
は

一
向
に
入
荷
せ
ず
、
石
炭
統
制
会
、
北
海
道
庁

へ
交
渉

し
て
も
全
く
見
通
し
が
立
た
な
く
な

っ
た
。

ス
ト
ー
ブ
製
作
会
社
は
、
労
力
不
足
も

あ
る
が
、
材
料
が
な
く
製
作
で
き
な
く
な

っ
て
い
た
。

こ
の
た
め
、
同
年
末
ス
ト
ー

ブ

一
個
に

つ
き
銑
鉄
約
三
二
㎏
、
鋳
物
工

一
人
を
製
作
会
社
に
派
遣
す
れ
ば
必
要
数

を
製
作
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
鋳
物
工
は
確
保
で
き
た
と
し
て
も
、
銑

鉄
が
各
炭
砿
と
も
供
出
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
冬
北
海
道
炭
砿
汽
船
株
式
会
社
で

一
、
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○
○
○
個
の
ス
ト
ー
ブ
が
必
要
で
、
必
要
銑
鉄
は
三
〇
屯
、
と
こ
ろ
が
供
出
で
き
る

銑
鉄
は
三
分
の

一
も
な
か

っ
た
。

衣
料
品
に
関
し
て
は
、

一
九
四
二
年
二
月

「
繊
維
製
品
配
給
消
費
統
制
規
則
」
公

布
に
よ
り
衣
料
切
符
制
が
実
施
さ
れ
た
。

こ
れ
は
朝
鮮
内
に
思
わ
ぬ
影
響
を
及
ぼ
し

た
。

こ
の
規
則
は
、
朝
鮮
内
に
は
実
施
さ
れ
な

か

っ
た
の
で
、

「内
地
消
費
層

ヨ
リ

ノ
注
文
並

二
内
地
縁
故
者

ヨ
リ
鮮
内
居
住
者

二
対

ス
ル
購
入
送
付
依
頼
等
漸
次
激
増

ノ
趨
勢

ヲ
示
シ
来
レ
ル
」

こ
と
に
な
り
、

こ
れ
を
放
置
し
て
お
く
と

「鮮
内

二
於
ケ

ル
衣
料
需
給

ノ
逼
迫

ハ
勿
論
内
地

二
於
ケ

ル
衣

料
切
符
制

ノ
運
営
上
重
大
ナ
ル
支

障
」
を
来
す
こ
と
に
な
る
の
で
、
朝
鮮
内
で
の
物
資
統
制
令
に
よ
る
取
締
法
令
実
施

ま
で
当
面
次
の
措
置
を
行
う
と
し
た
。
内
地
消
費
者

の
注
文
に
は
絶
対
応
じ
な

い
こ

と
、
日
本
人
旅
行
客
の
買
占
行
為
は
取
締
ま
る

こ
と
、
日
本

へ
の
引
越
者
、
日
本

へ

の
移
住
労
働
者
、
留
学
生
使
用
の
中
古
品

・
着
替
、
染
色
加
工
の
た
め
日
本
に
輸
出

す
る
繊
維
品
以
外
の
朝
鮮
内
か
ら
の
持
ち
出
し
を
禁
止
す
る
こ
と
と
し
た
。

戦
時
中
の
日
本
国
内
衣
料
品
生
産
は
、
民
用

は
国
防
服
、
学
生
服
、
下
着
が
中
心

で
、
こ
れ
も

一
九
四
四
年
に
は
か
な
り
配
給
が
窮
屈
に
な

っ
て
き
た
。
こ
の
た
め
、

各
炭
砿
は
、
強
制
連
行
朝
鮮
人
に
朝
鮮
集
結
地

で
支
給
し
て
い
た
国
防
服
を
日
本
国

内
で
入
手
で
き
な
く
な

っ
て
行
き
、

一
九
四
四
年
後
半
以
降
の
連
行
者

へ
は
、
可
能

な
限
り
朝
鮮
内
で
購
入
し
た
国
防
服
を
支
給
し
よ
う
と
し
た
が
、
朝
鮮
内
も
品
薄
で
、

な
か
な
か
入
手
で
き
ず
、

「鮮
服

二
戦
闘
帽

ノ
ミ
着
装
」、
こ
れ
に
腕
章
を
す
る
と

い
っ
た
奇
妙
で
、
陳
腐
な
姿
で
連
行
さ
れ
て
く
る
集
団
が
多
く
な

っ
た
。
こ
の
戦
闘

帽
、
腕
章
自
体
新
規
購
入
が
難
し
く
な
り
、
朝
鮮
内

で
は
紙
製
戦
闘
帽
も
出
現
し
、

腕
章
の
よ
う
に
連
行
中

の
み
に
使
用
す
る
も

の
は

「最
近
ノ
如
ク
彩
シ
キ
逃
走
者
有

之
テ

ハ
ロ
ス
モ
頗

ル
多
」
く
、
補
充
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
回
収
し
て
朝
鮮

へ
回
送

す
る
も
の
が
減

っ
て
行

っ
た
。
北
海
道
炭
砿
汽

船
株
式
会
社

へ
の

一
九
四
四
年
六
月

中
強
制
連
行
朝
鮮
人
に
国
防
服
、
戦
闘
帽
、
腕
章
支
給
を
で
き
な
か

っ
た
者
が
、

一
、

五
〇
〇
人
中
三
五
〇
人
い
た
。

ま
た
、

一
九
四
四
年
終
わ
り
頃
か
ら
す

で
に
日
本
の
炭
砿
で
稼
働
中

の
朝
鮮
人
労

働
者

へ
の
肌
着
支
給
は
、
朝
鮮
総
督
府

の
許
可
を
受
け
て
輸
入
し
た
も

の
を
支
給
す

る
こ
と
も
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
前
述

の
朝
鮮
総
督
府

の
決
定
か
ら
、
強
制
連
行
朝

鮮
人
労
働
者
お
よ
び
そ
の
呼
寄
家
族

の
衣
料
品
に
関
し
て
は
除
外
さ
せ
、
極
力
朝
鮮

内
家
族
、
親
族
か
ら
送
ら
せ
る
こ
と
に
し
て
い
た
。

医
薬
品
、
嗜
好
品
た
る
煙
草
の
日
本
国
内
窮
迫
は
、

一
九
四
五
年
四
月
以
降
強
制

連
行
朝
鮮
人

へ

「援
護
」
「特
配
」
と
い
う
名
目
で
日
本
政
府
厚
生
省
、
総
督
府
間
で

協
定
し

(実
務
は
日
本
、
朝
鮮
両
勤
労
動
員
援
護
会
が
実
施
)
、

一
人
当
三
円
を
釜

山
、
麗
水
で
朝
鮮
側
か
ら
引
き
取
り
、
朝
鮮
内
で
も
逼
迫
し
て
い
た
両
製
品
を
実
質

日
本
国
内

へ
輸
入
し
た
。

こ
の
資
金
は
、
企
業
側
が
負
担
し
た
。
こ
れ
は
、
従
来
連

行
途
中
の
逃
亡
防
止
の

一
助
と
し
て
被
連
行
者

へ
の
煙
草
、
医
薬
品
は
、
日
本
か
ら

持
参
な
い
し
は
途
中
で
買
い
与
え
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
日
本
国
内

で
入
手
困
難
に

な

っ
た
の
で
、
こ
の
方
法
で
支
給
し
た
の
で
あ
る
。

作
業
用
品
と
し
て
労
働
者

一
人

一
人
に
支
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
物
は
、
地
下

足
袋
、
作
業
服
、
軍
手
、
軍
足
、
帽
子

(
ヘ
ル
メ

ッ
ト
)、

ス
コ
ッ
プ

・
シ

ョ
ベ
ル

等
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、

一
九
四
四
年
頃
か
ら
極
端
に
不
足
し
た
。

地
下
足
袋
は
、
坑
内
労
働
者
は
年
間
二
足
以
上
は
履
き
潰
し
て
し
ま
う
。

一
九
四

〇
年
三
月
頃
地
下
足
袋
で
は
な

い
が
、
「現
在
靴

ノ
配
給
ナ
キ

ハ
困
却
ノ
極

ニ
シ
テ

発
破
古
線
デ
綴

ッ
テ
尚
使
用

二
耐

エ
ザ
ル
モ
ノ
ヲ
使
用
シ
居

ル
ナ
リ
、
要
ス
ル
ニ
足

半
分
シ
カ
底
ノ
付
イ
テ
居
ナ
イ
代
用
靴
ヲ
使
用
シ
居
ル
者

一
六
名
ア
リ
」
と

い
っ
た

炭
砿
も
あ

っ
た
。
こ
の
年
は
、
こ
の
炭
砿
は
各
人
に
地
下
足
袋
を

一
足
配
給
し
た
だ

け
で
あ
る
。

一
九
四
二
年
三
月
に
は
商
工
省
化
学
局
長
通
牒
で
、
従
来
炭
砿

へ
の
地

一84一



下
足
袋
供
給
は
、
新
品
を
供
給
す
る
だ
け
で
あ

っ
た
が
、
以
後
ゴ
ム
の
需
給
逼
迫
も

あ
り
、
使
用
に
堪
え
得
な
く
な

っ
た
物
を

一
貫
当
り
地
下
足
袋
四
銭
、
ゴ
ム
底
布
靴

三
銭
、
ゴ
ム
靴
六
銭
と
の
引
換
制
に
す
る
こ
と
を
実
施
し
て
い
た
。

一
九
四
三
年
頃
か
ら
は
、
坑
内
最
先
端
切
羽
掘
進
夫
、
採
炭
夫
使
用
の
特
殊
炭
砿

靴
は
、
通
常
配
給
ル
ー
ト
か
ら
は
全
く
、
特
配
に
よ

っ
て
も
め

っ
た
に
入
荷
し
な
く

な

っ
た
。

一
九
四
四
年
頃
か
ら
は
、
炭
砿
労
働

者
に
と

っ
て
作
業
用
品
中
の
必
需
品

中
の
必
需
品
と
い
っ
て
も
よ
い
地
下
足
袋
は
、
通
常
の
配
給

ル
ー
ト
か
ら
は
全
く
と

言

っ
て
い
い
ほ
ど
入
荷
し
な
く
な

っ
た
。
北
海
道
炭
砿
汽
船
株
式
会
社
幌
内
鉱
業
所

に
は
、
炭
砿
靴
は
、

一
九
四
四
年
八
月
以
降

一
九
四
五
年
六
月

一
四
日
に
坑
内
労
働

者

二
、
九
九
六
人
に
対
し
て
三
七
五
足
、
地
下
足
袋
は
全
労
働
者
六
、
九
三

一
人
に

対
し
六
月
ま
で
に

一
、
二
〇
〇
足
し
か
特
配
分
自
体
入
荷
し
な
か

っ
た
。
あ
ら
ゆ
る

手
だ
て
を
施
し
て
も
、
こ
れ
だ
け
し
か
入
荷
せ
ず
、

一
つ
の
窮
余
策
と
し
て
、

一
九

四
五
年

一
月
七
日
幌
内
鉱
業
所
万
字
砿
死
蔵
の

一
〇
文

一
二
〇
足
と
、
住
友
奔
別
鉱

業
所
手
持
ち

一
〇
文
七
分

一
二
〇
足
と
、
同
じ
く
万
字
砿

の
九
文
五
分
六
〇
足
、
九

文
七
分

一
二
〇
足
と
札
幌
沓
履
物
統
制
組
合
支
所

の

一
〇
文
七
分
八

一
足
、

一
一
文

五
分
二
三
足
、

一
一
文
七
分
七
六
足
と
交
換
す

る
と
い
っ
た
こ
と
を
各
炭
砿
、
鉱
業

所
、
靴
配
給
会
社
間
で
行

っ
た
が
、
焼
け
石
に
水
で
あ

っ
た
。

一
九
四
四
年
の
全
道
炭
砿

へ
の
地
下
足
袋
割
当
は
、

一
九
四
三
年
の
七
五
%
、
そ

の
間
の
人
員
増
加
率
を
加
味
す
る
と
実
質
六
八
%
で
、
到
底
炭
砿
労
働
者
全
員
に
充

分
な
地
下
足
袋
を
配
給
で
き
ず
、
石
炭
増
産
上
重
大
な
支
障
を
来
す

こ
と
に
な
り
、

関
係
官
庁
、
団
体
に
再
三
再
四
要
請
し
て
も
解
決

の
見
通
し
立
た
ず
、

つ
い
に

一
九

四
五
年

一
月

二

一
日
石
炭
統
制
会
北
海
支
部

、
北
海
道
石
炭
統
制
組
合
連
名
で
、

「地
下
足
袋
不
足

二
因
ル
影
響
調
査
ノ
件

(照
会
)
」
を
出
し
、
全
道
炭
砿
に

「地
下

足
袋
不
足
ガ
石
炭
増
産
ヲ
阻
害

ス
ル
直
接
又

ハ
間
接
的
原
因
ト
ナ
リ
タ
ル
具
体
的
事

例
」
を
報
告
さ
せ
、
こ
れ
で
官
庁
、
団
体
に
圧
力
を
か
け
よ
う
と
し
た
が
、
資
材
、

労
力
不
足
は
如
何
と
も
し
難
か

っ
た
。

一
九
四
五
年
四
月
段
階
で
、
前
年
度
分
炭
砿

特
配
地
下
足
袋
割
当
未
配
給
分
が
、
北
海
道
炭
砿
汽
船
株
式
会
社
分
だ
け
で
五
、
五

六
〇
足
あ

っ
た
。
こ
の
炭
砿

へ
の
地
下
足
袋
特
配
も

一
九
四
四
年

=

月
以
降
二
割

削
減
さ
れ
た
。

一
九
四
四
年
後
半
以
降
、
強
制
連
行
朝
鮮
人
や
中
国
人
に
作
業
靴
た

る
地
下
足
袋
を
支
給
で
き
ず
、
連
行
時

の
運
動
靴
等

の
ま
ま
坑
内
労
働
に
従
事
さ
せ

る
事
態
と
な

っ
た
。

シ

ョ
ベ
ル
、

ス
コ
ッ
プ
は
、
採
炭
、
運
搬
等
に
は
必
需
作
業
用
品
で
あ

っ
た
。

一

九
四
四
年

一
〇
月
に
は
、
自
由
販
売
か
ら

「社
給
」
に
変
わ

っ
た
。
軍
部
の
要
求
で

一
九
四
四
年
度
分
民
需
鋼
材
の
配
分
を
七
月
で
打
ち
切

っ
た
の
で
、

シ
ョ
ベ
ル
製
造

を
削
減
し
、

ス
コ
ッ
プ
中
心
の
生
産
に
切
り
替
え
た
。
し
か
も
、

シ
ョ
ベ
ル
は
軍
規

格
で
生
産
し
た
た
め
角
度
と
大
き
さ
が
違
い
、
剣
先
ス
コ
ッ
プ
で
あ
れ
ば
軍
用
で
も

使
用
に
は
支
障
な
か

っ
た
が
、
シ
ョ
ベ
ル
よ
り
小
さ
い
の
で
、
炭
砿
作
業
能
率
を
下

げ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
れ
さ
え
も
、

一
九
四
四
年
の
全
道

の
割
当
が
四
五
〇
ダ
ー

ス
、
五
四
〇
〇
本
し
か
な
く
、
炭
砿
に
割
当
ら
れ
た
も
の
で
は
、
全
く
足
り
ず
、
第

一
・
四
、
二

・
四
半
期
に
は
割
当
の
全
く
な

い
炭
砿
が
続
出
し
た
。
そ
の
た
め
、
石

炭
統
制
会
は
じ
め
各
鉱
業
所
は
、
五
厘
鉄
板
を
調
達
し
て
、

シ
ョ
ベ
ル
製
作
を
行

っ

た
が
、
必
要
数
を
ま
か
な
え
る
た
め
の
鉄
板
が
手
に
入
ら
な
か

っ
た
。

作
業
衣

の
入
手
も
ま
ま
な
ら
ず
、

一
九
四
四
年
末
頃
か
ら
軍
部
か
ら
軍
服
中
古
品

の
改
造
作
業
衣
の
供
給
を
う
け
た
が
、
こ
れ
ま
た
焼
け
石
に
水
で
あ

っ
た
。
脚
絆
に

い
た

っ
て
は
、
業
務
外
半
纏

の
改
造
や
揮

の
裏
付
け
を
止
め
て
そ
れ
で
作
成
し
た
も

の
を
利
用
し
た
。
坑
内
帽
子
た
る

エ
ジ
ソ
ン
帽
子
も
、
ゴ
ム
不
足
で
内
側
の
衝
撃
緩

衝
用

の
ゴ
ム
の
な
い
も
の
が
作
成
、
配
給
さ
れ
た
。
そ
れ
さ
え
も
な
か
な
か
手
に
入

ら
ず
、
手
持
ち
の
リ

ュ
ッ
ク
サ

ッ
ク
と
交
換
し
た
炭
砿
も
あ

っ
た
。

一85一



第4表 北海道炭砿汽船株式会社平和鉱業所困窮物資調書

坑内帽子ス コ ップ軍 足軍 手ゲー トル作業用シヤツ作業衣

74136377658115346124313179月 末在庫

一144一23471687518一251646720差引在庫

注:同 前 『朝 鮮募集 』 所蔵 番 号77475

例
え
ば
、

一
九
四
四
年

一
〇
月
の
北
海
道
炭
砿
汽
船
株
式

会
社
の
平
和

・
真
谷
地

・
登
川

・
角
田
鉱
を
管
理
し
て
い
た

平
和
鉱
業
所
の
作
業
用

品
所
蔵
状
況
は
第
四
表
の
通
り
で
あ

る
。
地
下
足
袋
は
、
全

く
貯
蔵
し
て
い
な
い
。

一
〇
月
中
新

入
山
者
は
、
五
九
七
人

で
あ

っ
た
。
ゲ
ー
ト
ル
、

ス
コ
ッ
プ
、

坑
内
帽
子
は
、

一
〇
月
入
山
者
全
員
に
行
き
渡
ら
な
か

っ
た
。

入
荷
し
な
け
れ
ば

一
一
月
か
ら
の
新
入
山
者
に
は
、
さ
ら
に

作
業
衣
、
作
業
用
シ
ャ
ツ
も
全
員
に
行
き
渡
ら
な

い
。
平
和

鉱
業
所

に
は
、

一
九
四

四
年
六
月
現
在

で
四
、
三
二
六
人

(坑
内
朝
鮮
人

一
、
五
九
六
人
、
六
三

・
二
%
、
日
本
人
九

二
九
人
、
坑
外
朝
鮮
人
三
六
九
人
、
二
九

・
六
%
、
日
本
人

八
七
七
人
)
の
労
働
者

が
居
た
か
ら
、
軍
手
、
軍
足
も
冬
に

向
か
っ
て
全
員
に
配
給

し
た
ら
在
庫
は
ほ
と
ん
ど
無
く
な
る
。

つ
い
に
は
、
「作
業
用
必
需
品
ノ
窮
乏
」
は
、

「澗
渇
ノ
状
態

ニ
シ
テ
到
底
遣
繰
相
付

カ
ズ
」
状
態
と
な
り
、

一
九
四
五
年

四
月
以
降
に
連
行
さ
れ

て
き
た
朝
鮮
人
、
中
国
人
、
連
合
軍

捕
虜
や
勤
労
動
員
日
本

人
に
作
業
衣
、
軍
手
、
軍
足
、
地
下

足
袋
等
は
お
ろ
か

ス
コ
ッ
プ
、
鶴
嚇
も
支
給
で
き
ず
、
坑
外

雑
用
を
さ
せ
る
外
な

い
事
態
を
生
じ
た
炭
砿
も
あ

っ
た
。

作
業
用
品
不
足
の
面
か
ら
も
石
炭
生
産
の
崩
壊
が
準
備
さ

れ
て
行

っ
た
。

四
、
資
材
の
窮
迫

資
材
に
か
ん
し
て
は
、
機
器
類
を
は
じ
め
各
種
資
材
の
入
手
は
、

一
九
四
二
年
頃

に
は
、
か
な
り
窮
屈
に
な

っ
て
い
た
が
、
特
に
鋼
材
の
民
需
割
当
が
急
減
す
る
な
か

で
、
炭
砿
坑
内
支
柱
用
型
鋼
供
給
は
極
端
な
減
少
を
示
し
、

一
九
四
三
年
以
降
ほ
と

ん
ど
供
給
さ
れ
な
く
な

っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
、
木
材
に
肩
代
わ
り
さ
せ
る
こ
と
が

出
来
た
か
ら
で
あ

っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
も
と
も
と
坑
木
は
、
「炭
鉱
の
食
糧
」
と
言
わ

れ
て
い
た
が
、
坑
木
需
用
を

一
層
加
速
さ
せ
た
。
坑
木
の
供
給
が
遅
延
す
る
と
即
石

炭
減
産
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
炭
砿

へ
の
木
材
供
給
は
、
火
薬

と
共
に
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
下
で
も
ほ
ぼ

一
〇
〇
%
供
給
す
る
こ
と
が
出
来
た
が
、

そ

の
結
果
軍
需
用
と
共
に
日
本

の
山

々
を
禿
げ
山
と
化
す
要
因
と
な

っ
た
。
か
と

い
っ
て
こ
の
こ
と
は
、
炭
砿
の
需
用
を

一
〇
〇
%
満
た
す
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
そ
こ

に
は
、
様
々
な
問
題
を
生
じ
さ
せ
て
い
た
。

日
中
戦
争
の
泥
沼
化
、
英
米
等
連
合
諸
国
と
の
対
立
深
化
の
な
か
で
、
石
炭
生
産

の
重
要
性
は
、
高
ま
る

一
方
で
あ

っ
た
。
そ
れ
を
担
う
炭
砿

へ
の
坑
木
供
給
を
よ
り

確
実
に
す
る
た
め
、

一
九
四

一
年
六
月
坑
木
供
給
検
収
方
法
を
改
変
し
た
。
従
来
坑

木
種
別
を
木

口
四
寸
六
分
か
ら
五
寸
五
分
を
五
寸

口
と
い
う
よ
う
に

一
寸
刻

み
で

あ

っ
た
も
の
を
四
寸
か
ら
四
寸
四
分
を
四
寸
口
と
い
う
よ
う
に
五
分
刻
み
に
し
、
石

数
計
算
は
末
口
×
末

口
×
長
尺

×
○

・
七
九
を
末

口
×
末
口
×
長
尺
と
し
て
、

一
石

当
り
の
実
木
材
積
数
を
正
確
化
し
た
。
木
口
検
尺
は
、
従
来
目
測
で
行

っ
て
い
た
の

を
、

一
山
毎
に
二
人
体
制
で
実
測
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
ま
た
、
従
来

「大
節
、
心

腐
、
割
裂
、
大
屈
曲
」
等
は
、
程
度
に
よ
り

「等
級
落
、
切
詰
、
代
用
」
と
し
て
受

け
入
れ
て
い
た
が
、
以
後
は
、
使
用
に
耐
え
う
る
も
の
、
長
尺
不
良
材
で
切
詰
使
用

可
能
の
も
の
以
外
は
、

一
切
坑
木
と
し
て
受
け
入
れ
な

い
こ
と
に
し
た
。

こ
の
時
点
で
は
、
木
材
生
産
に
は
あ
ま
り
心
配
な
か

っ
た
が
、
輸
送
力
の
面
か
ら

供
給
は
必
ず
し
も
安
泰
で
は
な
く
、
ま
た
公
定
価
格
設
定
か
ら
坑
木
種
類
に
よ

っ
て
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出
荷
が
偏
る
危
険
性
も
あ
り
、
坑
木
種
類
に
よ

っ
て
は
品
切
れ
が
生
ず
る
状
況
が
会

間
見
え
て
来
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
各
炭
砿
は
、
中
心
的
、
各
山
元
別
貯
木
場
設
置

を
計
画
し
、
坑
木
使
用
の
節
減
を
可
能
な
限
り
行
う
こ
と
を
社
内
で
徹
底
し
始
め
て

い
た
。
ま
た
、
政
府
は
、
将
来
的
に
は
、
針
葉

樹
三
割
、
闊
葉
樹
七
割
と
す
る
意
向

を
表
明
し
て
い
た
。

北
海
道
の
樹
木
伐
採
は
、
降
雪
と
共
に
開
始
し
、
山
出
し

(薮
出
し
)
か
ら

一
気

に
鉄
道
駅
土
場
ま
で
馬
櫨
で
搬
出
す
る
。
駅
土
場
は
、
瞬
く
間
に

一
杯
に
な
り
、

つ

い
で
伐
採
山
と
駅
土
場
の
中
間
土
場
、
そ
し
て
山
出
し
地
土
場
が
埋
ま

っ
て
行
く
。

そ
れ
ゆ
え
、
そ

の
年
の
前
半
は
、
適
材
坑
木
中

使
用
量
が
最
も
多

い
六
尺
、
七
尺
、

八
尺
材
を
は
じ
め
、
炭
砿
使
用
各
種
木
材
は
滞
り
な
く
供
給
さ
れ
る
。
し
か
し
、
年

の
後
半
は
、
炭
砿
需
要
量

の
多

い
坑
木
は
、

一
九
四
二
年
以
降
遠
方
か
ら
の
も
の
は
、

輸
送
事
情
に
よ
り
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
入
ら
な
く
な
り
、
不
足
状
態
と
な

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
北
海
道
炭
砿
汽
船
株
式
会
社
幌
内
鉱
業
所
の

一
九
四
四
年
後
半

以
降
敗
戦
ま
で
の
期
間
で
見
て
み
よ
う
。

一
九
四
四
年
七
月
に
な
る
と
六
尺
丸
太
材
の

「貯
蔵
払
底
」
と
な
り
、
人
月
に
な

る
と
適
尺
材
の
入
荷
不
足
を
来
た
し
、
坑
木
全
体

の
貯
蔵
も
激
減
し
始
め
、
細
物
不

足
も
現
れ
、

一
〇
月
に
入
る
と
七
尺
、
八
尺
材

の
貯
蔵
も
激
減
し
た
。

こ
の
間
札
幌

鉄
道
管
理
局
に
よ
る
同
種
坑
木
の
近
く
の
炭
砿
を
通
過
し
遠
方
の
炭
砿
に
、
ま
た
そ

の
逆
の
輸
送
を
す
る
交
錯
輸
送
を

「貨
車
運
用
率
向
上
」
の
た
め
制
限
し
た
こ
と
も
、

適
尺
材
不
足
を
招
く
原
因
と
な

っ
た
。
適
材
が
皆
無
と
な

っ
た
も
の
は
、
外
の
木
材

を

「挽
割

ニ
テ
補
充
」
す
る
こ
と
を
行

い
、
そ

の
結
果
挽
割
に
使
用
し
た
木
材
を
使

用
す
べ
き
個
所
の
も

の
が
不
足
す
る
と
い
っ
た
悪
循
環
を
惹
き
起

こ
す
こ
と
に
な

つ

た
。
た
め
に

一
〇
月
初
め
に
は
、
二

両
日

二
入
荷
無
之
場
合

ハ
採
炭

二
重
大
ナ

ル

支
障
」
を
来
す
事
態
に
な

っ
た
。
ま
た
、
山
元

で
挽
割
を
行
う
た
め
に
は
、
そ
の
た

め
の
労
働
力
補
充
が
必
要
で
あ
り
、
造
材
山
で
挽
割
を
行
わ
せ
る
に
は
、
公
定
価
格

で
は
不
可
能
で
、
割
増
料
金
を
炭
砿
側
で
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
こ
の

急
場

の
解
決
に
は
、
近
く
の
社
有
林
、
民
有
林
か
ら
の
伐
木
、
造
材
で

一
息

つ
く
方

法
し
か
な
か

っ
た
。
さ
ら
に
、
長
期
的
坑
木
確
保
の
た
め
に
は
、
遠
方

(北
海
道
炭

砿
汽
船
株
式
会
社

の
場
合
主
に
道
南

・
東
北
地
方
)
の
民
有
林
造
材
を
確
保
す
る
こ

と
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
民
有
林
か
ら
の
坑
木
供
給
は
、
木
こ
り
不
足
、
馬
不
足
、

森
林
鉄
道
輸
送
の
軍
需
優
先
、
交
錯
輸
送
制
限
に
よ
る
障
碍
、
木
材
配
給
会
社
た
る

北
海
道
地
方
木
材
会
社
が
炭
砿
適
材
を
計
画
的
に
配
給
し
な
い
こ
と
、
こ
の
こ
ろ
室

蘭
沿
岸
防
備
用
木
材
優
先
利
用
等
に
よ
る
民
需
圧
迫
、
機
構
改
革
に
よ
る
業
者
伐
採
、

製
材
、
運
搬
逡
巡
等
が
原
因
で
順
調
に
は
行
か
な
か

っ
た
。

翌

一
九
四
五
年
二
月
に
な
る
と
、
前
年

一
二
月
か
ら
の
伐
採
造
材
が
道
北
の
も
の

ま
で
入
荷
し
、
各
炭
砿
の
駅
、
山
元
土
場
は
飽
和
状
態
に
な
り
、
木
材
搬
入
台
車
数

の
制
限
ま
で
考
え
た
が
、
何
時

「不
円
滑
ナ
ル
坑
木
事
情
」
と
な
る
か
分
か
ら
な
い

の
で
、
無
理
で
も
荷
卸
し
た
。
し
か
し
、
到
着
木
材
の
内
適
尺
材
は
意
外
と
少
な
く
、

雑
丸
太
、
中
丸
元
木
は
手
柴
程
度
で
、
荷
卸
段
階
で
折
損
続
出
し
、
荷
送
、
荷
卸
に

か
か
る
労
力
と
貨
車
の
無
駄
を
省
く
た
め
受
入
中
止
し
、
足
代
丸
太
は
入
荷
せ
ず
、

腐
朽
、
折
損
で
在
庫
が
ほ
と
ん
ど
無
く
な
る
と

い
っ
た
状
態
で
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
伐
採
、
造
材
、
搬
入
で
は
な
く
な

っ
て
い
っ
た
。
手
当
た
り
次
第
に
伐
採
、
造
材

し
、
送
出
す
る
と

い
っ
た
、
も
は
や
需
給
関
係
を
無
視
し
た
無
計
画
な
山
林
浪
費
に

脱
し
て
い
っ
た
。
し
か
も
、
従
来
坑
内
坑
木
は
六
尺
材
中
心
で
あ

っ
た
が
、
優
良
炭

層
優
先
乱
掘
の
結
果
、
坑
内
現
場
で
は
七
尺
材
、
八
尺
材
中
心
に
な

っ
て
い
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
民
有
林
材
は

「既
定
ノ
仕
様

ニ
ヨ
リ
造
材
ヲ
ナ
セ
ル
分

ハ
急
速
出

荷
ノ
切
替
出
来
」
ず
、
対
策
立
て
ら
れ
る
ま
で
、
官
木
材
か
地
元
材
で
対
応
す
る
か

各
炭
砿
間
不
適
材
交
換
を
す
る
ほ
か
な
か

っ
た
。
主
木
手
薄
は
、

「坑
木
出
盛
期
ノ
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現
在

ニ
シ
テ
斯
ノ
如
キ

ニ
テ

ハ
今
後
窮
迫
セ
ル
事
態
ノ
惹
起

ハ
当
然
ト
予
想
」
さ
せ

る
こ
と
で
あ

っ
た
。

さ
ら
に
、
鋼
材
の
民
需
洞
渇
か
ら
砿
鉱
山
の
坑
木
需
要
を
増
大
さ
せ
、
切
り
出
し

さ
え
す
れ
ば
売
れ
る
こ
と
と
消
費
者
側
の
公
定
価
格
を
無
視
し
た
購
入
の
た
め
、
闇

行
為
、
不
正
積
込
出
荷
で
、
正
常
木
材
出
荷
の
混
乱
は
収
拾

つ
か
な
く
な

っ
て
い
た
。

こ
の
た
め
、

一
九
四
五
年
三
月
二
三
日
道
庁
、
統
制
会
、
地
方
木
材
会
社
等
が
協
議

し
、
二
月
四
日
に
遡

っ
て
消
費
量

の
多

い
六
尺
、
七
尺
、
八
尺
も
の
を
中
心
に
高
く

し
て
全
体
的
に
四
〇
%
の
特
別
価
格
を
設
定
し
、
業
者
が
、
発
駅
工
場
で
林
産
物
検

査
所
員

の
検
収
を
受
け
、
地
方
木
材
会
社
の
集
計
、
臨
検
下
に
日
本
通
運
が
荷
積
し
、

消
費
者

の
支
払
は
地
方
木
材
会
社
に
四
半
期
毎

に

一
括
前
払
し
、

こ
れ
か
ら
業
者
は

支
払
を
受
け
る
こ
と
に
し
、
「業
者
対
消
費
者
ノ
絆
ヲ
断
チ
旧
来
ノ
悪
弊

一
掃
」
を
期

す
る
こ
と
に
し
た

(ち
な
み
に
、

一
九
四
五
年
度

一
・
四
半
期
全
道
炭
砿
予
納
金
は

一
、
〇
九
〇
万
円
)
。
自
社
材
も
同
様
扱

い
と

し
、

一
九
四
四
年
度
は
造
材
業
者
に

一
〇
月
か
ら
三
月
ま
で
の
責
任
量

の
六
〇
%
を
超
え
て
出
荷
し
た
分
に
対
し

一
〇
〇

石
に
つ
き

一
八
〇
円
の
供
出
奨
励
金
を
出
し
た
。
精
算
方
法
は
、
二
月
三
日
の
受
入

分
値
段
の
四
〇
%
高
で
算
定
す
る
こ
と
に
し
た
が
、
簡
素
化
の
た
め
三
月
供
出
分
の

七
〇
%
高
で
支
払
う
こ
と
に
し
た
。

こ
の
時
、

一
九
四
五
年
度
出
荷
も
ほ
ぼ
同
方
法

で
行
う
と
し
た
。

道
庁
は
、

一
九
四
五
年
度
木
材
出
荷
を
御
料
林
三
五
万
石
、
国
公
有
林

一
六
二
万

八
千
石
、
大
学
演
習
林
二
万
二
千
石
、
民
有
林

一
一
五
万
石
、
合
計
三

一
五
万
石
と

し
た
。
各
社
所
要
量
は
、
三
七
五
万
石
で
あ

っ
た
。
こ
の
差
六
〇
万
石
は
、
状
況
を

見

て
、
道
は
補
充
を
決
定
す
る
こ
と
に
し
た
。
各
社
の
予
想
は
、
「労
力
資
材
ノ
不

足

ハ
益
々
増
大
」
し
、
道
庁
決
定
量
も
達
成
す
る
の
は
難
し
い
と
と
ら
え
、
そ
の
う

え

「適
寸
材

ハ
三
分

ノ

一
程
度
」
で
あ
ろ
う
か
ら

「不
適
材

二
対
シ
テ
ハ
創
意
工
夫
」

を
行
い
、

「使
用
量
ノ
節
減
」
を
徹
底
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
。
製
材
所
要
量
は
、

全
道
で

一
、
六
〇
〇
万
石
と
し
た
が
、
実
際
は

「軍
需
関
係
方
面
活
発
ナ
ル
為
メ
民

需
方
面

ハ
極
度
ノ
窮
屈
」
と
な
り
、
そ
の
六
〇
～
六
五
%
で
あ
ろ
う
と
予
想
し
た
。

北
海
道
炭
砿
汽
船
株
式
会
社
は
、

一
九
四
五
年
度
は
、
見
込
三
二
、
六
二
五
石
と
し

て
い
た
が
、
前
述
の
需
給
関
係
の
混
乱
に
乗
じ
て
実
際
は
二
月
ま
で
に
七

一
、
〇
二

三
石
を
獲
得
し
た
。
し
か
し
、
需
給
制
度
の
整
備
に
よ
り

一
九
四
五
年
度
は

「十
九

年
度
ノ
如
キ
実
績

ハ
絶
対
不
可
能
」
と
危
機
感
を
募
ら
せ
て
い
た
。

三
月
の
需
給
制
度
整
備
後
も
、
発
駅
で
の
貨
車
過
少
荷
積
は
是
正
さ
れ
な
か

っ
た

の
で
、
「軽
積
み
」
の
是
正
を
し
、
貨
車
正
量
積
載
を
よ
り
徹
底
す
る
た
め
坑
木
積
載

量
増
加
昂
上
促
進
委
員
会
を
北
海
道
地
方
木
材
会
社
、
北
海
道
森
林
聯
合
会
、
生
産

組
合
、

日
本
通
運
、
石
炭
統
制
会
等

で
設
置
し
、
四
月

一
日
分
か
ら
実
施
し
た
。
発

駅
で
は
、
日
通
社
員
と
駅
長
が
荷
積
み
量
等
を
記
録
し
た

「入
荷
記
」
を
車
標
裏
に

二
部
挿
入
、
着
駅
で
は
各
砿
荷
卸
検
量
を
正
確
に
行

い
、
「入
荷
記
数
量
」
と

「積
載

数
量
」
と
に
著
し
い
相
違
が
あ
れ
ば
、
最
寄
り
日
通
支
店
社
員
と
駅
長
の
立
ち
会
い

の
下
で
再
度
検
量
し
、
調
書
作
成
し
、
委
員
会
に
報
告
す
る
。
委
員
会
は
、

こ
れ
を

札
幌
鉄
道
局
と
日
通
に
報
告
し
、
関
係
駅
長
、
日
通
支
所
に
適
正
荷
積
を
厳
命
す
る
。

委
員
会
は
、
北
海
道
地
方
木
材
会
社
、
北
海
道
森
林
聯
合
会
、
生
産
組
合
、
日
通
、

石
炭
統
制
会
、
各
砿
代
表
の

一
四
名
で
審
議
委
員
を
、
北
海
道
地
方
木
材
会
社
、
日

通
、
石
炭
統
制
会

の

一
〇
人
で
実
行
委
員
を
構
成
し
た
。
実
行
委
員
は

一
カ
月
に
七

日
間
以
上
抜
き
打
ち
的
に
着
荷
砿
の
検
量
に
立
会
、

「入
荷
記
数
量
」
と

「積
載
数

量
」
と
の
相
違
、
積
載
不
足
、
故
意
軽
積
等
を
監
視
し
た
。

し
か
し
、
伐
採
、
造
材
、
製
材
、
輸
送

の
混
乱
は
、

一
向
に
是
正
さ
れ
る
ど
こ
ろ

か
、
五
月
以
降

一
層
の
混
乱
状
態
と
な

っ
て
い
っ
た
。
た
と
え
ば
、
幌
内
鉱
業
所
で

は
、
四
月
貨
車
九
三
車
、
四
、
六
七
九
石
、
内
適
尺
材
六
〇
車
二
、
九
二
〇
石
の
入
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荷

で
、
適
尺
材
入
車
率
六
四

・
五
%
、
石
比
率

六
二

・
四
%
で
あ

っ
た
も
の
が
、
五

月
五
二
車
、
三
、
三
七

二
石
、
内
適

尺
材

一
九

車
八

一
二
石
、
三
六

・
五
%
と
二

四

・
一
%
に
、
六
月

一
五
日
ま
で

一
二
車
、
四
三
〇
石
、
内
適
尺
材
二
車
七
〇
石
、

一
六

・
七
%
と

一
六

・
三
%
と
総
量

の
入
荷
と

共
に
消
費
量
の
多

い
適
尺
材
の
入
荷

が
急
激
に
悪
化
し
て
行

っ
た
。
そ
れ
と
共
に
北
海
道
地
方
木
材
会
社
の
配
給
通
知
が

な
く
、
出
材
場
所
不
明
の
も
の
が
到
着
し
、
通
知
書
が
来
て
も
現
物
が
到
着
し
な

い

も
の
が
増
加
し
て
い
っ
た
。
地
元
造
材
に
し
て
も
労
力
不
足
と
軌
条
施
設
遅
れ
、
駅

土
場
原
木
荷
動
き
な
く
等
の
理
由
で
、
搬
出
不
能

に
陥

っ
て
い
た
。

建
築
製
材
も
、
極
度
に
割
当
が
減
少
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
製
材
会
社

で

製
材

で
き
て
も
、
輸
送
が

「航
空
機
、
艦
船
材
及
坑
木
輸
送

二
主
力
」
が
置
か
れ
、

「軍
ノ
施
設
材

ス
ラ
輸
送
制
限
」
さ
れ
、
「各
種

ノ
施
設
材

ハ
殆
ド
滞
貨
ノ
状
況
」
で

あ

っ
た
。

こ
の
た
め
、
幌
内
鉱
業
所
は
、
自
砿
製

材
す
べ
く
製
材
電
動
鋸
を
入
手
し

よ
う
と
し
た
が
、
軍
部
が
遊
休
機
械
有
効
利
用
を
名
目
に
抑
え
て
し
ま
い
、
中
央
木

挽
場

の
廃
棄
三
台
分
部
品
の
山
か
ら
か
ろ
う
じ

て

一
台
分
の
主
要
部
品
を
揃
え
た
が
、

不
足
部
品
を
調
達
す
る
前
に
敗
戦
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

枕
木
も

「鉄
道
枕
木
ノ
補
充

ニ
モ
追

ハ
レ
」
炭
砿
に
は
全
く
供
給
で
き
ず
、
地
元

木
材
、
研
運
搬

の
支

・
岐
線

の
建
設
が
遅
れ
、
採
炭
を
阻
害
す
る
事
態
を
惹
き
起
こ

し
て
い
た
。
足
代
丸
太
は
、
入
荷
し
て
も
松
末
木
か
ら
採
材
し
た
も
の
で
、
木
口
の

本
末
が
著
し
く
相
違
し
、
長
さ
も
四
間
以
上
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
三
間
か
ら
三

間
半
し
か
な
く
全
く
用
を
な
さ
な
か

っ
た
。
民
有
材
は
、
相
変
わ
ら
ず

「材
質
良
シ

カ
ラ
ズ
使
用
不
能
ノ
モ
ノ
相
当
混
入
」
が
三
割
く
ら
い
あ
り
、
「不
良
材

ノ
移
動

二
依

ル
無
駄
ナ
ル
労
力
其
他
ヲ
生
ゼ
ザ
ル
様
」
に
す

る
た
め
に
は
、
輸
送
停
止
の
外
打

つ

手
は
な
か
っ
た
。

坑
木
等
の
木
材
は
、
敗
戦
ま
で
炭
砿
に
は

一
応

一
〇
〇
%
充
足
し
て
い
た
と
言
わ

れ
る
が
、
実
態
は
、
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
坑
木
資
材
の
面
か
ら
も
坑
道
荒
廃
、
採

炭
減
少
、
石
炭

・
研
運
搬
阻
害
で
石
炭
生
産
を
崩
壊
さ
せ
る

一
原
因
と
な

っ
て
い
た
。

機
器
資
材

の
入
手
は
、

一
九
四
〇
年
前
後
に
は
中
小
炭
砿
に
は
満
足
に
新
品
機
械

は
入
ら
な
く
な
り
、

一
九
四
二
年
頃
か
ら
は
主
要
機
械
た
る
発
電
機
、
空
気
圧
搾
機
、

捲
揚
機
、
選
炭
機
、
洗
炭
機
等
の
故
障
、
破
損
が
連
続
し
、
公
休
日
振
替
、
操
業
停

止
を
生
じ
、
月
出
炭
量
を
そ
の
都
度
減
少
さ
せ
た
。
日
曹
天
塩
炭
砿
の

一
九
四

一
年

七
月
か
ら

一
九
四
四
年

一
二
月
ま
で
の

『
労
務
日
誌
』
に
よ
る
と
、

一
九
四
二
年
八

月
ま
で
は
、
機
器
類
の
故
障
、
破
損
記
事
は
出
て
こ
な
い
。
九
月

一
四
日
発
電
機

一

〇
〇
〇
k

W
故
障
し
、
出
炭
が
前

々
日

(前
日
公
休
日
)
の
七
〇

・
四
%
に
落
ち
た

の
を
皮
切
り
に
、
機
器
類
の
故
障
が
続
出
し
、
翌
年

一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
発
電

所
汽
罐
水
管
が
三
号
、
二
号
、
四
号
、

一
号
と
順
次
破
損
し
、

「絶

エ
ズ
循
環
的
ノ

事
故
発
生
増
産
急
ナ
ル
ト
キ
遺
憾
」
と
嘆
か
ざ
る
を
得
な
い
状
態
と
な

っ
た
。
そ

の

後
も
圧
搾
機
、
捲
揚
機
、
選
炭
機
、
輪
車
路
の
故
障
、
破
損
は
続
き
、
敗
戦

へ
と

い

た

っ
た
。

北
海
道
炭
砿
汽
船
株
式
会
社
弥
生
砿
で
は
、
す
で
に

一
九
四
二
年

一
二
月
電
車
設

備
工
事
遅
延
、
火
薬
半
減
、
安
全
灯
不
足
、
其
の
他
資
材
不
足
で
冬
期
挺
身
隊
、
勤

労
報
国
隊
受
入
を
中
止
す
る
事
態
も
起
こ
っ
て
い
た
。

機
械
化
を
放
棄
し
た
炭
砿
は
、
そ
れ
以
後
既
存

の
機
械
と
人
力

で
石
炭
生
産
を

行

っ
た
。
機
器
類
は
、
「手
持
を
細
く
長
く
使
用
す
る
外
入
手
見
込
た
た
す
」
と

い
っ

た
事
態
と
な

っ
た
。
そ
の
た
め
、
機
器
の
獲
得
は
、
部
品
と
道
具
が
中
心
で
あ

っ
た
。

新
品
機
械
の
獲
得
は
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
と
な
り
、
採
炭
の
主
力
た
る
墾
岩
機
が
中

小
炭
砿
は
も
ち
ろ
ん
大
手
炭
砿
で
も
戦
争
末
期
に
は
鶴
嚇
に
席
を
譲
り
始
め
て
い
た
。

運
搬
は
、
主
力
た
る
坑
内
機
関
車
や
捲
揚
機
、
ベ
ル
ト

コ
ン
ベ
ヤ
ー
が
、
し
ょ

っ

ち
ゅ
う
故
障
し
、
部
品
、
ベ
ル
ト
の
調
達
も
思
う
よ
う
に
行
か
ず
、
炭
車
と
シ
ョ
ベ
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ル
と
人
力
と
馬
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
各
炭
砿
は
、
機
材
の
獲
得
に
躍
起
と

な

っ
た
が
、
新
品
機
械
の
獲
得
は
、
は
じ
め
か
ら
諦
め
て
い
た
。
北
海
道
炭
砿
汽
船

株
式
会
社
幌
内
鉱
業
所
の

一
九
四
四
年
七
月
以
降
の
資
材
の
獲
得
活
動
で
、
新
品
機

械
に
関
し
て
は

一
九
四
四
年

一
一
月
に
タ
ー
ビ

ン
ポ
ン
プ

一
台
、
ウ
オ
シ
ン
ト
ポ

ン

プ
三
台
を
銑
鉄

一
、
六
〇
〇

㎏
、
鋼
材

一
、

一
五

一
㎏
、
砲
金
二
〇

㎏

を
提
供
し

て
三
、
二
八
八
円
で
入
手
し
た

一
件

の
み
で
、
他
は
レ
ン
ズ
用
。コ
ム
座
、
反
射
器
、

レ
ン
ズ
押
え
金
物
、
保
護
管
締
付
金
物
、
留
金
物
鍵
、
液

ロ
パ

ッ
キ
ン
グ
、
端
子
覆
、

接
触
主
片
、
錠
掛
金
、
ゴ
ム
管
、
接
続
端
子
、
錠
基
体
取
付
捻
子
、
ナ

ッ
ト
、

ス
プ

リ
ン
グ
、
三
角
鍵
、
ボ

ル
ト
、
絶
縁
板
、
充
電
台
金
物
碍
子
、
ゴ
ム
管
締
付
金
具
、

木
捻
子
、
両
ロ
ス
パ
ナ
ー
、

ス
パ
イ
キ
ー
、
リ

ベ
ッ
ト
、
各
種
釘
、
ブ
リ
キ
鋏
、
ベ

ル
ト
レ
シ
ン
グ
、
バ

ッ
ク
カ
バ
ー
、
測
量
用
絵
具
、
パ
イ
プ
カ

ッ
タ
ー
替
刃
、
ベ
ア

リ
ン
グ
、
モ
ン
キ
ー

レ
ン
チ
、
ス
パ
ナ
ー
、
ホ
ー

ス
メ
ン
ダ
ー
、
ピ

ッ
ク
、
車
輪
、

各
種
鉄
線
、
ワ
イ
ヤ
ー

ロ
ー
プ
、
亜
鉛
板
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
円
筒
、
各
種
ベ
ル
ト
、

ベ
ル
ト
フ
ッ
ク
、
バ
ル
ブ
ブ

ッ
シ

ュ
、
カ
ウ
ン
タ
ー
ギ
ヤ
ー
、
比
重
器
、
グ
ラ
イ
ン

ダ
i
、
組
ヤ
ス
リ
、
ス
ダ
ー
、
二
重
綿
巻
銅
線
、
金
網
、
綿
、
電
池
、
電
灯
、
安
全

灯
、
油
類
、
砂
、
砂
利
、
紙
等
々
す
べ
て
部
品
、
道
具

の
獲
得
で
あ

っ
た
。

し
か
も
、

こ
れ
ら
は
、
相
手
商
店
の
言
い
値
で
買
う
ほ
か
な
く
、
そ
の
う
え
物
に
よ

っ
て
は
炭

砿
側
手
持
ち
資
材
を
提
供
し
な
け
れ
ば
得
ら
れ
な
か

っ
た
。
前
記
ポ
ン
プ
入
手
も
そ

の
例
で
あ
り
、
実
価
格
は
三
、
二
八
八
円
の
数
倍
で
あ
る
。
そ
の
他
、

ス
パ
イ
キ
ー
、

ナ

ッ
ト
、
リ
ベ
ッ
ト
、
チ

ェ
ン
、
機
械
揚
用
カ
ウ

ン
タ
ー
ギ
ヤ
i
、
ベ
ア
リ
ン
グ
等

に
対
し
て
は
銑
鉄
を
、
車
輪
に
対
し
て
は
古
車
輪

・
古
銑
鉄
を
、
屋
根
亜
鉛
鉄
板
代

用
の
杣
に
対
し
て
は
長
尺
材
端
材
を
、
電
池
に
対
し
て
は
水
酸
化
リ
ジ

ュ
ー
ム
を
、

二
重
巻
銅
線
用
綿
に
対
し
て
は
古
布

・
廃
棄
地
下
足
袋
布
地

・
古
軍
手

・
古
軍
足
を
、

酸
素
に
対
し
て
は
銅
板

・
銅
パ
イ
プ
を
相
手
側

に
供
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

変
わ

っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
北
海
道
は
冬
場
の
ス
ト
ー
ブ
円
筒
の
供
給
は
欠
か
す
こ
と

の
出
来
な

い
生
活
用
品
で
あ

っ
た
が
、

こ
れ
の
亜
鉛
鉄
板
が
逼
迫
し
て
か
ら
は
、

コ

ン
ク
リ
ー
ト
製
円
筒
で
代
用
し
た
が
、

こ
れ
を
入
手
す
る
た
め
に
、
セ
メ
ン
ト
、
石

炭
を
供
出
し
た

(
一
一
月
幌
内
鉱
業
所
は
円
筒
三
、
五
〇
〇
本
、
曲
が
り

一
、
五
〇

〇
本
入
手
の
た
め
セ
メ
ン
ト
の
ほ
か
天
塩
炭
砿
産
石
炭

一
五
〇
屯
を
納
入
会
社
に
提

供
し
た
)。

こ
れ
ら
は
、
現
物
を
提
供
し
た
上
で
、
公
定
価
格
で
購
入
し
た
の
で
あ

る
。
こ
の
結
果
、
「物
と
金
と
を
急
激
に
引
き
離
し
高
騰
さ
せ
」
「物
な
く
金
の
価
値

物
の
価
値
に
比
す
べ
く
も
な
く
悪
性
イ
ン
フ
レ
イ
シ
ョ
ン
の
傾
向
横
溢
」
と
し
た
物

を
も

つ
者
が
大
儲
け
を
す
る
戦
時

イ
ン
フ
レ
ー

シ
ョ
ン
経
済
状
況
を
現
出
し
た

(例

:
ベ
ル
ト
レ
シ
ン
グ
は
公
定
価
格
の

一
〇
倍
、
金
切
鋸
替
刃
は
二
一二
倍
)。
こ
の

た
め
、

一
九
四
四
年
九
月

一
日
工
具
器
具
配
給
統
制
会
社
が
設
立
さ
れ
、
「ブ

ロ
ー

カ
的
会
社
」
の
整
理
が
行
わ
れ
た
が
、

こ
れ
が

一
層

の

「配
給
迄
に
は
相
当
時
日
を

要
す
」
と
い
っ
た
事
態
を
加
速
さ
せ
、
逆
効
果
と
な

っ
た
。

こ
の
他
、
資
材
に
お
い
て
も
自
砿
死
蔵
の
物
を
他
砿
と
交
換
す
る
こ
と
、
自
砿
で

製
造
す
る
こ
と
、
種
類
の
違
う
物
で
代
用
す
る
こ
と
、
他
の
材
料
で
代
用
す
る
こ
と

も
行

っ
た
。
各
種
の
銅
線
を
自
砿
で
死
蔵
し
て
い
る
物
と
交
換
し
た
り
、
坑
内
電
気

機
関
車
ア

マ
チ
ャ
i
用
二
重
綿
巻
銅
線
を
製
造
し
た
り
、
二

・
O

m
/

m
銅
線
を

一
・
八

m
/

m
に
、
ベ

ル
ト
を
三
〇
吋

・
三
六
吋

の
物
か
ら
二
四
吋

に
、

ロ
ー
タ

リ
i
油
を
魚
油
に
替
え
た
り
、
二
重
綿
巻
銅
線
を
絹
巻

で
、
金
網
を
鉄
材
に
ス
テ
ン

レ
ス
塗
布
し
た
物
を
、
前
述

の
亜
鉛
板
円
筒
を
セ
メ
ン
ト
で
造

っ
た
り
し
た
。

坑
道
か
ら
石
炭
を
搬
出
す
る
主
力
た
る
電
気
機
関
車
の
故
障
は
深
刻
で
あ

っ
た
。

特
に
頻
繁
に
焼
き
切
れ
等

の
破
損
を
起

こ
し
た
ア
マ
チ
ャ
ー
修
繕
に
必
要
な
二
重
綿

巻
銅
線

の
不
足
は
深
刻
で
あ

っ
た
。
銅
線
は
再
利
用
す
る
と
し
て
、
木
綿
は
新
し
い

物
が
必
要
で
あ

っ
た
。
四
屯
電
車
は
、

一
台
車

一
・
六

m
/

m
銅
線
三
〇
㎏
、
六
屯
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電
車
は
、
二

・
O

m
/

m
銅
線
四
〇
㎏

必
要
で
あ
っ
た
か
ら
、
綿
の
需
要
は
増
え
る

一
方
で
あ

っ
た
が
、
入
手
は
困
難
の

一
途

で
あ

っ
た
。
古
布
、
廃
棄
地
下
足
袋
布
等

を
供
出
す
る
替
わ
り
に
綿
を
入
手
し
よ
う
と
し
て
も
、
焼
け
石
に
水
で
あ

っ
た
。
絹

反
物
を
入
手
し
て
、
絹
で
巻
い
た
物
を
製
作
し
た
。
こ
れ
も
、
ア
マ
チ
ャ
ー

一
台
に

絹
地
五
〇
ヤ
ー
ル
必
要
で
、
苦
労
し
て
作
成
し
た
物
も
曲
げ
る
と
亀
裂
を
生
じ
、
し

か
も
綿
製
よ
り
壽
命
が
短
か

っ
た
。

こ
れ
を
製
造
す
る
に
は
、
巻
線
工
三
人
、
再
製

線
輪
巻
女
子
工

一
五
人
、
架
線
電
灯
工

一
〇
人
、
計
二
人
人
が
最
低
必
要
で
あ

っ
た
。

屋
根
用
杣
は
、
切
端
材
に
節
が
多
く
、
屑
の
山
を
造

っ
て
効
率
が
悪
か

っ
た
。
炭
車

に
関
し
て
は
、
石
炭
統
制
会
は
、

一
九
四
三
年

一
〇
月
五
日

一
八
生
第

一
人
号
で
規

格
製
造
を
決
定
す
べ
く
竪
坑
で
使
用
の
炭
車
調
査
を
全
国
の
炭
鉱
に
指
令
し
た
。

最
期
に
は
、
各
炭
砿
は
、
自
砿
の
生
産
の
こ
と
し
か
考
え
ら
れ
ず
、
商
道
徳
も
投

げ
捨
て
て
、
欠
乏
資
材
の
入
荷
情
報
が
入
る
と
、
値
段
に
関
係
な
く
、
現
金
で
そ
の

会
社
と
交
渉
し
、
他
砿
の
物
ま
で
横
取
り
し
た
。

鉱
砿
山
労
務
者
住
宅
建
築
は
、

一
九
四
二
年
九
月
商
工
省
鉱
山
局
長
、
軍
需
省
燃

料
局
長
、
厚
生
省
生
活
局
長
連
名
通
牒

「労
務

者
住
宅
建
設

二
関
ス
ル
件
」
で
の

「炭
砿
及
鉱
山
労
務
者
住
宅
建
設
基
準
」
と

「資
材
ノ
種
別
及
単
位
標
準
所
要
量
」
に

よ
り
、
家
族
住
宅
は
木
造
平
屋
ま
た
は
二
階
建

四
戸
な
い
し
六
戸
長
屋

(場
合

に

よ

っ
て
は
二
戸
建
可
)
、

=
　
当
延
坪
七
～

=

二
坪

(平
均

一
〇
坪
)、

二
　
当
部
屋

数
二
～
三
室

(場
合
に
よ

っ
て
は
四
室
可
)
、
南

向
、
各
戸
間
口
二
間
半
以
上
、
炊

事
場

・
便
所
各
戸
付
属
と
し
、
寄
宿
舎
は
、

一
棟

一
〇
〇
～
二
〇
〇
人
収
容
、

一
人

当
坪
数
二
～
二

・
五
坪

(平
均

二

・
二
坪
)、
部
屋
の
大
き
さ
六
～

一
五
畳
で
、
三

〇
畳
以
上
不
可
、
建
築
材
料
は
、
家
族
住
宅

一
戸
当
釘

一
七
㎏
、
亜
鉛
鉄
板

一
四
〇

㎏
、
補
強
鉄
物

一
二
㎏
、
セ
メ
ン
ト
六
〇
〇
㎏
、
板
硝
子

一
箱
、
畳
麻
五

m
等
、
寄

宿
舎
は
、

一
人
当
釘
四
㎏
、
亜
鉛
鉄
板
二
〇
㎏
、
補
強
鉄
物
四
㎏
、
セ
メ
ン
ト

一
〇

○
㎏
、
板
硝
子
○

・
二
五
㎏
、
畳
麻

一
m
等
と
決
め
ら
れ
た
。
ゆ
え
に
、
建
築
物
は
、

耐
久
性
、
経
済
性
は
二
の
次
、
資
材
節
約
と
竣
工
期
限
短
縮
が
第

一
で
、
保
強

・
防

空

・
硝
子
節
約
重
視
で
採
光
面
積

「極
端

二
縮
小
」
し
た
た
め
、
電
力
不
足
で
室
内

は
常

に
暗
く
、
安
全
性
も
極
度
に
弱
化
し
た
。
社
員
社
宅
も
二
〇
坪
以
上
あ

っ
た
も

の
を

一
五
坪
以
下
に
縮
小
し
、
塀
も
撤
去
、
三
室
以
上
は

一
室
を
板
の
間
に
し
、
朝

鮮
人
労
働
者

の
寄
宿
舎
は
、
全
部
板
張
り
に
し
た
。

一
九
四
五
年
五
月
の
北
海
道
炭
砿
汽
船
株
式
会
社
支
店

の
幌
内
鉱
業
所

の
申
請
に

対
す
る
回
答
は
、
洋
釘
二
種
類
以
外
在
庫
無
し
、
絹
反
物
現
品
化
ま
で
相
当
日
数
か

か
り
早
急
支
給
な
し
、
電
球
な
し
、
た
め
に
各
砿
は

「社
員
社
宅
灯
数
を
極
度

に
制

限
す
る
外
に
手
段
」
な
し
の
事
態
、
紙
は
、
前
年

=

月
配
給
機
構
改
革
で
日
本
文

化
協
会
か
ら
印
刷
業
組
合
に
変
更
、
生
産
も
ロ
ー
ル
更
紙
に
統

一
さ
れ
、
配
分
は
軍

部
、
日
本
通
運
優
先
で
、
そ
の
他
は
極
度

の
配
給
減
少
で
、
各
砿
の
要
求
全
く
満
た

せ
ず
、
裏
面
使
用
の
徹
底
が
計
ら
れ
、
ゴ
ム
板

・
リ
ン
ク
チ

ェ
ー
ン

・
ナ
ッ
ト

・
無

棚
溶
剤
な
し
、
レ
ー
シ
ン
グ

一
種
類
五
箱

・
錫
二
〇
㎏

・
塗
料
白
赤

一
缶
宛

・
イ
ン

キ

一
斗

・
計
器
用
布
テ
ー
プ
五
〇

m
・
胴
引

一
〇

m
等

の
支
給
か
近
日
発
送
で
あ

っ

た
。
こ
れ
で
は
、
生
産
継
続
に
は
、
焼
け
石
に
水
で
あ

っ
た
。

機
械
化
放
棄
の
結
果
坑
内
外
の
運
搬
に
人
力
と
共
に
大
き
な
力
を
発
揮
し
た
馬
も
、

軍
事
優
先
で
炭
砿
に
は
充
分
供
給
さ
れ
ず
、
飼
料
は
、

一
九
四
二
年

一
一
月
か
ら
挽

馬
組
合
が

一
元
配
給
す
る
こ
と
に
し
た
が
、
そ
の
結
果
、
同
組
合
か
ら
配
給
さ
れ
る

も
の
以
外

二

粒
ノ
燕
麦
、

一
本
ノ
野
草
」
も
入
手
で
き
ず
、
現
状

の

「
一
ヶ
月

一

頭

二
付
米
糠

一
俵
及
燕
麦

一
俵
」
の
濃
厚
飼
料
で
は
、
「暗
黒
ノ
地
底

二
、
汚
濁
シ
勝

チ
ナ
ル
空
気
ト
、
湿
潤
、
泥
渾

ノ
悪
条
件
下
」
で

「甚
敷

ハ
十
数
日
間
坑
内

二
留
」

ま
る
こ
と
も
あ
り
、
「日
ヲ
逐
フ
テ
疲
弊

シ
次

々
二
発

ル
ル
ノ
状
況
」
で

「石
炭
増
産

上
甚
大
ナ
ル
支
障
」
を
来
す
事
態
と
な

っ
て
い
た
。

一
九
四
四
年
後
半
以
降
燕
麦
、

一
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(単位:千 屯)第5表 全国貯炭状況

計北九州宇 部常 磐北海道

1,383.0476.6(34.5)133.5(9.7)58.0(4.2)714.9(51.5)1940

2,166.2595.4(27.5)100.0(4.6)84.0(3.9)1,386.8(64.0)1941

2,305.7713.1(30.9)158.8(6.9)118.0(5.1)1,315.8(57.1)1942

2,755.4572.2(20.8)142.5(5.2)90.0(3.3)1,950.7(70.8)1943

4,105.01,666.0(40.6)206.0(5.0)67.0(1.6)2,166.0(52.8)1944

2,259.71,134.3(50.2)157.5(7.0)70.8(3.1)808.0(35.8)1945

注:1945年 は、外 に関東39,100屯 、 関西50,000屯 が あ る。()内 は比 率。 『本 邦 工業 の趨勢 』昭 和23年 版

1952年 刊 通商産 業調 査会 よ り作成 、 数字 が違 っ てい る と ころは訂 正 した

(単位:千 屯)第6表 北海道と九州の貯炭場毎貯炭量

州九道海北

港 頭坑 所沿 線港 頭坑 所

213.3(44.8)263.3(55.2)479.3(67.0)235.6(33.0)1940

326.5(54.8)268.9(45.2)15.0(1.0)889.5(64.1)485.9(35.0)1941

146.9(20.6)566.2(79.4)358.0(27.2)491.7(37.4)466.1(35.4)1942

228.8(40.0)343.4(60.0)700.4(35.9)477.7(24.5)772.6(39.6)1943

623.0(37.4)1,043.6(62.6)326.0(15.0)796.0(36.7)1,044.0(48.2)1944

381.8(33.7)752.5(66.3)1,089.3(13.5)88.4(10.9)610.3(75.5)1945

昭和23年 版1952年 刊 通 商産 業調 査会 よ り作成 、数 字 の違 うとこ ろは訂 正 した。注:『本 邦 工業 の趨勢 』

()内 は比率 。

大
豆
粕
等
濃
厚
飼
料
は
全
く
入
手
で
き
な
く
な
り
、
日
曹
天
塩
炭
砿
で
九
頭
、
幌
内

鉱
業
所
万
字
砿

で
四
二
頭
の
藁
、
乾
し
草
さ
え
翌
年
に
は
満
足
に
入
手
で
き
な
く

な

っ
て
い
た
。
こ
の
た
め

一
九
四
五
年
三
月
九
日
飼
料
対
策
協
議
会
が
も
た
れ
、
全

道
の
都
市
馬
、
炭
砿
馬
、
林
業
馬
七
二
〇
頭
分

の
飼
料
確
保
の
た
め
六
二
〇
町
歩

の

飼
料
栽
培
計
画
を
た
て
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
労
力
、
資
材
、
肥
料
、
種
子
の
調
達

た
た
ず
計
画
倒
れ
に
終
わ

っ
て
し
ま

っ
た
。

こ
う

い
っ
た
事
態
は
、
な
に
も

一
鉱
業
所
だ
け
の
状
態
で
は
な
く
、
日
本
全
国
の

炭
砿
、
工
場
事
業
場
で
現
出
し
て
い
た
。

資
材
需
給
の
面
か
ら
石
炭
生
産
は
、
崩
壊
し
て
い
っ
た
。

五
、
む
す
び

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
下
の
国
内
石
炭
生
産
は
、
最
初
に
鉄
の
軍
需
優
先
に
よ
る
機

械
化
を
放
棄

し
た
こ
と
は
、
採
掘
、
運
搬
、
選
炭
等
を
道
具
、
人
力
、
馬
力
に
頼
ら

ざ
る
を
得
な
く
さ
せ
、

つ
い
で
そ
の
労
働
力
も
炭
砿
労
働
者
の
徴
兵
で
熟
練
坑
夫
を

取
ら
れ
、
そ
れ
に
代
え
て
大
量
の
不
熟
練
労
働
者
を
投
入
し
た
こ
と
と
食
糧
事
情

の

悪
化
が
、

一
層
生
産
能
率
を
低
下
さ
せ
た
。
さ
ら
に
既
存
の
機
器
の
部
品
と
作
業
用

道
具
の
極
端
な
供
給
不
足
で
、
敗
戦
直
前
に
は
、
崩
壊
寸
前
に
ま
で
追
い
込
ま
れ
て

い
た
。

そ
し
て
最
後
に
、
掘
り
出
し
た
石
炭
を
消
費
地

へ
送
り
出
す
べ
き
海
上
輸
送

の
喪

失
、
陸
上
輸
送
の
破
綻
は
、
炭
砿
お
よ
び
近
く

の
鉄
道
駅
、
港
湾
等
の
貯
炭
場
に
滞

貨

の
山
を
き
ず
き
、
全
国
の
工
場
、
事
業
場
の
石
炭
庫
、
貯
炭
場
を
空

に
し
て
し

ま

っ
た
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
下
の
貯
炭
場
状
況
は
第
五
表

・
第
六
表
の
通
り
で
あ

る
。
主
産
炭
地
た
る
北
海
道
と
九
州
の
貯
炭
が
、
著
し
い
こ
と
は
自
明
の
こ
と
で
あ
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る
が
、

一
九
四
四
年
ま
で
は
、
北
海
道

の
貯
炭
量
が
多
く
、

一
九
四
三
年
に
い
た

っ

て
は
全
国
の
貯
炭
量

の
約
七

一
%
を
占
め
て
い
た
。

こ
れ
は
、
北
海
道

の
主
要
産
炭

地
が
道
央
内
陸
部
に
あ
り
、
大
河
川
石
狩
川
か
ら

も
離
れ
て
い
て
河
川
交
通
網
が
使

用
で
き
ず
、
港
頭

へ
の
輸
送
は
鉄
道

の
み
で
あ

り
、
本
州
の
大
消
費
地

へ
の
搬
出
も

津
軽
海
峡

の
た
め
陸
送

で
き
な
か
っ
た
の
で
、
船
舶
不
足
、
連
合
軍
側
の
制
海
制
空

権
の
強
化
に

つ
れ
海
上
輸
送
も
ま
ま
な
ら
ず
、
貯
炭
が
増
え
て
い
っ
た
た
め
で
あ
る
。

そ
れ
に
反
し
て
九
州
は
、
比
較
的
海
岸
近
く
に
主

要
産
炭
地
が
位
置
し
、
筑
後
川
を

は
じ
め
河
川
輸
送
網
と
瀬
戸
内
海
運
輸
も
利
用

で
き
、
近
畿
大
消
費
地
に
も
近
く
、

一
九
四
二
年
七
月
関
門
ト
ン
ネ

ル
の
開
通
も
あ

り
、
海
上
、
陸
上
輸
送
と
も
余
裕
が

あ

っ
た
の
で
、
貯
炭
量
は
北
海
道
ほ
ど
増
え
な

か

っ
た
。
九
州
の
場
合
は
、
坑
所
と

港
頭

で
の
貯
炭
で
あ

っ
た
が
、
北
海
道
は
、

一
九
四
二
年
か
ら
鉄
道
沿
線
貯
炭
場
の

貯
炭
が
増
え
て
い
っ
た
。
港
ま
で
輸
送
し
て
も
船
舶
不
足
で
港
頭
貯
炭
が
増
え
る

一

方
で
港
の
機
能
麻
痺
を
起
こ
す
危
険
が
あ
り
、

沿
線
貯
炭
を
増
加
さ
せ
て
い
っ
た
が
、

今
度
は
、
貯
木
場
と
の
競
合
を
惹
き
起
こ
す

こ
と
に
な
り
、

一
九
四
四
年
に
は
、
港

頭
貯
炭
が
増
加
し
た
。
船
舶
不
足
は
、
同
年
に

は
九
州

の
貯
炭
場
も
飽
和
状
況
を
現

出
さ
せ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
の
状
況
が
、
本
論
で
論
述
し
た
こ
と
と
共
に

一
九
四

〇
年
よ
り

一
九
四

一
年
に
、

一
九
四
三
年
よ
り

一
九
四
四
年
に
石
炭
生
産
量
を
減
少

さ
せ
た
原
因
の

一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
港
頭
、
沿
線
、
坑
所
の
す
べ
て
の
貯
炭
場
が

満
杯
に
な
り
、
坑
内
か
ら
の
石
炭
搬
出
が
不
能

に
な
る
。

輸
送
、
貯
炭
場
の
面
か
ら
も
戦
争
経
済
は
、

石
炭
生
産
の
崩
壊
直
前
を
も
た
ら
し

て
い
た
。

そ
し
て
敗
戦
と
共
に
日
本
国
内
石
炭
生
産
を
崩
壊
さ
せ
て
し
ま

っ
た
原
因
は
、
直

接
的
に
は
北
海
道
、
常
磐
、
宇
部
、
九
州
の
主

要
炭
鉱
の
坑
内
労
働
者
の
六
割
か
ら

七
割
を
占
め
て
い
た
朝
鮮
人
、
中
国
人
、
連
合

軍
捕
虜
の
稼
働
中
止
で
あ

っ
た
。

彼
等
外
国
人
労
働
者
は
、

一
九
四
五
年
八
月

一
五
日
日
本
敗
戦
と
同
時
に
稼
働
停

止
、
帰
国
し
、
苛
酷
な
戦
時
強
制
労
働
に
対
す
る
責
任
追
及
、
補
償

・
帰
国
闘
争
に

立
ち
上
が

っ
た
。
勤
労
動
員
日
本
人
労
働
者

の
多
く
も
、
引
き
上
げ
て
い
っ
た
。
他

方
、
炭
砿

か
ら
徴
兵
さ
れ
た
労
働
者
は
、
こ
の
年
に
は

一
部
し
か
復
員
し
て
こ
な

か

っ
た
。

石
炭
生
産
は
、
急
減
し
た
。
外
国
人
労
働
者
の
多
か

っ
た
炭
砿
ほ
ど
敗
戦
直
後
の

出
炭
量
を
激
減
さ
せ
た
。
北
海
道
炭
砿
汽
船
夕
張
鉱
業
所
七
月
の

一
日
出
炭
量
五
、

○
○
○
屯
が

一
一
月
七
八
〇
屯
、
三
菱
美
唄
砿
業
所
は
七
、
○
○
○
屯
が
三
五
〇
屯
、

北
海
道
全
体

で
は
、
月
産

一
四
〇
万
屯
が
八
月

一
〇
〇
万
屯
、
九
月
四
〇
万
屯
、

一

〇
月
二
〇
万
屯
、

一
一
月

一
五
万
屯
と
壊
滅
的
打
撃
を
う
け
た
。
朝
鮮
人
等
外
国

人
の
多
か

っ
た
全
国
の
主
要
炭
鉱
は
、
同
じ
状
態
と
な
り
、
石
炭
生
産
を
急
減
さ
せ

た
。
石
炭
生
産
は
、

一
九
四
四
年
か
ら

一
九
四
五
年
に
北
海
道
は
、

一
、
五
三

一
・

六
万
屯
か
ら
九

一
八

・
七
万
屯

(六
〇

・
○
%
)

へ
、
常
磐
は
二
九
八

・
一
万
屯
か

ら

一
七
五

・
八
万
屯

(五
九

・
○
%
)
へ
、
九
州
は
三
、
三
八
四

・
二
万
屯
か
ら

一
、

八
四
三

・
七
万
屯

(五
四

・
五
%
)

へ
、
全
国
で
五
、
二
九
四

・
五
万
屯
か
ら
二
、

九
八
八

・
○
万
屯

(五
六

・
四
%
)
へ
と
急
減
さ
せ
た
。

か
く
し
て
、
日
本
国
内
石
炭
生
産
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
敗
戦
と
共
に

一
時
崩

壊
し
、
戦
後
傾
斜
生
産
方
式
と
い
う
極
端
な
再
建
策
を
採
る
こ
と
に
よ

っ
て
戦
後
日

本
経
済
の
民
主
的
再
建
を
頓
挫
さ
せ
る

一
原
因
を

つ
く
る
こ
と
に
な

っ
た
。

注

『
石
炭
国
家
統
制
史
』

日
本
経
済
研
究
所

一
九
五
八
年
刊

三
九
九
頁

同
上

四
三
五
頁
。

同
上

四
四
六
～
四
六
四
頁
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詳
し
く
は
、
拙
稿

【第
二
次
大
戦
下
被
強
制
連
行
朝
鮮
人
労
働
者
の
寮
生
活
ー
住

友
鉱
業
所
歌
志
内
砿
業
部
新
歌
志
内
炭
砿
親
和
寮
ー
」

佐
世
保
工
業
高
等
専
門
学
校

研
究
報
告

一
九
九
七
年
刊
参
照

北
海
道
紋
別
市
郷
土
博
物
館
所
蔵
住
友
鴻
之
舞
鉱
業
所
史
料

『起
案

(労
務
考
究
懇

談
会
関
係
)
』

昭

一
四
～

一
六
年

所
蔵
番
号
紋
博
鴻
二
〇
〇

一
六
三

一
九
四

一
年

一
二
月
か
ら
炭
砿
、
造
船
、
鉄
鋼
、
沖
仲
仕
、
窯
業
等
に

一
四
〇

9

(
一
合
)、

一
九
四
二
年
三
月
か
ら
そ
れ
以
外
労
働
者
、
六
大
都
市
妊
婦
七
〇

9

(五

勺
)、
同
四
月
か
ら
七
～
二
〇
歳
に
六
〇

9
(
四
勺
)、
同

一
二
月
か
ら
薪
炭
生
産
者

一

四
〇

9
、

一
九
四
四
年
四
月
か
ら
六
大
都
市
児
童
に
学
校
給
食
で
一
〇
〇

9

(○

・
七

合
)
実
施
。
炭
砿
労
働
者
に
は
、

一
九
四
五
年
五
月
ま
で
北
海
道
、
山
口
、
福
岡
、

佐
賀
、
長
崎
各
県
で
五

・
二
合
、
茨
城
県
五
合
、
同
六
月
以
降
五
合

(茨
城
県
四
合
)、

同
七
月
か
ら
四

・
七
合

(同
三

・
七
合
)
と
な

っ
た
。
『
別
巻
日
本
労
働
年
鑑
』
法
政

大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所

一
九
七

一
年
刊

一
五
六
～

一
五
九
頁

・
8
)

北
海
道
開
拓
記
念
館
所
蔵
北
海
道
炭
砿
汽
船
株
式
会
社
万
字
炭
砿
史
料

『
諸

願
届
』

昭

一
八
～
二
四

所
蔵
番
号
六
五
九
二
九

北
海
道
開
拓
記
念
館
所
蔵
北
海
道
炭
砿
汽
船
株
式
会
社
万
字
砿
史
料

『
出
張
報
告

綴
』

昭

一
四
～
二
〇

所
蔵
番
号
六
五
九
九
八

北
海
道
開
拓
記
念
館
所
蔵
日
曹
天
塩
炭
砿
史
料

『職
業
指
導
所
関
係
往
復
綴
』
昭

一

七

所
蔵
番
号
六
四
四
七
二

前
出
所
蔵
番
号
六
五
九
九
八
。
同
所
蔵
日
曹
天
塩
炭
砿
史
料

『稟
議
』

昭

=
二
～

一
七

所
蔵
番
号
六
四

一
〇
八

前
出
所
蔵
番
号
六
五
九
九
八

北
海
道
開
拓
記
念
館
所
蔵
日
曹
天
塩
炭
砿
史
料

『
石
炭
統
制
会
及
組
合
関
係
綴
』

昭

一
八

所
蔵
番
号
六
四
六
三
六

北
海
道
開
拓
記
念
館
所
蔵
日
曹
天
塩
炭
砿
史
料

『労
務
課
長
会
議
』

昭

一
七
～
二
〇

所
蔵
番
号
六
四
四
四
七

北
海
道
大
学
図
書
館
北
方
資
料
室
所
蔵
北
海
道
炭
砿
汽
船
株
式
会
社
史
料

『争
議

関
係
』

昭
二
〇
。
大
豆
粕
に
関
す
る
試
食
調
査
が
、

一
九
四
二
年
三
月
男
女
子
工
員
、

学
生
、
生
徒
約
六
万
人
に
対
し
て
行
わ
れ
た
。
結
果
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

混
合
割
合
は

一
〇
～

一
五
%
が
限
界
で
、
二
〇
%
を
越
え
る
と
悪
臭
、
味
等
で
評
価

成
績
悪
か
っ
た
。
悪
臭
は
、
う
ど
ん
に
混
食
す
る
と
か
な
り
抑
え
ら
れ
る
。
実
施
回

数
は
、
隔
日
、
そ
れ
も
昼
食
で
あ
れ
ば
よ
い
。
朝
夕
食
に
は
歓
迎
さ
れ
な
い
。
市
販
、

配
給
物
は
粒
が
大
き
す
ぎ
て
混
食
に
向
か
な
い
の
で
、
販
売
、
配
給
前
に
細
粒
化
す

る
必
要
が
あ
る
。
腹
持
ち
は
、
米
飯
よ
り
量
が
多
い
の
で
、
重
筋
労
働
者
に
は
歓
迎

さ
れ
て
い
る
。
主
食
米
配
給
量
の
少
な
さ
か
ら
食
べ
続
け
る
こ
と
に
は
、
反
対
が
少

な
か

っ
た
。
北
海
道
開
拓
記
念
館
所
蔵
日
曹
天
塩
炭
砿
史
料

『
職
業
指
導
所
関
係
往

復
綴
』

昭

一
七

所
蔵
番
号
六
四
四
七
二

同
前
出
所
蔵
番
号
六
五
九
九
八

前
出

万
字
炭
砿
史
料

『
通
牒
綴
』

昭

一
六
～
二
〇

所
蔵
番
号
六
六
七
五
五

前
出

所
蔵
番
号
六
四
四
七
二

前
出

所
蔵
番
号
六
六
七
五
五

前
出

所
蔵
番
号
六
五
九
九
八

同
日
曹
天
塩
炭
砿
史
料

『
石
炭
統
制
会
及
組
合
関
係
綴
』

昭

一
八

所
蔵
番
号
六

四
六
三
六
。
こ
の
件
は
、

一
九
四
二
年

一
二
月
八
日
経
第
三
二
五
号
朝
鮮
総
督
府
警

務
局
長
よ
り
福
岡
、
岡
山
県
知
事
宛

「移
入
半
島
人
労
務
者
ノ
衣
料
不
足

二
関
ス
ル

件

(対

一
一
月
六
日
付
特
鮮
機
第
五

一
六
号
岡
山
、

=

月

一
二
日
付
特
鮮
機
第
三

一
一
号
福
岡
)」

北
海
道
図
書
館
北
方
資
料
室
所
蔵
北
海
道
炭
砿
汽
船
株
式
会
社
史
料

『釜
山
往
復
』
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昭

一
九

同
日
曹
天
塩
炭
砿
史
料

『
石
炭
統
制
組
合
往
復
文
書
』

昭

一
九

所
蔵
番
号
六
四

六
三
九

同
日
曹
天
塩
炭
砿
史
料

『
石
炭
統
制
組
合
往
復
文
書
』

昭
二
〇

所
蔵
番
号
六
四

六
四
〇

北
海
道
立
図
書
館
所
蔵
住
友
鉱
業
所
歌
志
内
砿
業
部
史
料

『
半
島
砿
員
就
業
日
報
』

整
理
番
号
五
六
七

・
〇
九
五
S
u
一
四

同
日
曹
天
塩
炭
砿
史
料

『
札
幌
鉱
山
局
往
復
文
書
綴
』

昭

一
七

所
蔵
番
号
六
四

二
八

一

前
出

所
蔵
番
号
六
五
九
九
八

前
出

所
蔵
番
号
六
四
六
四
〇

前
出

所
蔵
番
号
六
五
九
九
八

北
海
道
開
拓
記
念
館
所
蔵
北
海
道
炭
砿
汽
船
株
式
会
社
史
料

『
朝
鮮
募
集
』

所
蔵

番
号
七
七
四
七
五

前
出
『
石
炭
国
家
統
制
史
』

四
五
九
頁

前
出

所
蔵
番
号
六
五
九
九
八

同
日
曹
天
塩
炭
砿

『労
務
日
誌
』

昭

一
七
～

一
九

所
蔵
番
号
六
四
四

一
一
、
六

四
四

一
四
、
六
四
四

一
五
、
六
四
四

一
六
、
六
四
四

一
八
、
六
四
四

一
九
、
六
四
四

二
二
、
六
四
四
二
三

前
出

所
蔵
番
号
六
四
四
七
二

前
出

所
蔵
番
号
六
五
九
九
八

・
37

・
38
)

前
出

所
蔵
番
号
六
六
七
五
五

前
出

所
蔵
番
号
六
五
九
九
八

一
九
四
五
年
六
月
現
在
の
北
海
道
炭
砿
汽
船
株
式
会
社
五
鉱
業
所
の
坑
内
労
働
外

国
人
労
働
者
比
率
は
、
夕
張
六
五

・
六
%
、
空
知
六
五

・
五
%
、
幌
内
六
五

.
五
%
、

平
和
六
七

・
二
%
、
新
幌
内
六
七

・
二
%
、
北
海
道
全
体
で
は
、
五
三

・
三
%
で

あ

っ
た
。
常
磐
、
宇
部
、
九
州
で
も
同
様
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
『北
海
道
炭
砿
統
計

資
料
集
成

(労
働
編
)』
北
海
道
立
労
働
科
学
研
究
所

一
九
五
〇
年
刊

日
本
敗
戦
後
の
朝
鮮
人
、
中
国
人
の
闘
争
が
如
何
に
激
し
く
、
ま
た
石
炭
生
産
に

甚
大
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
か
の

一
端
は
、
拙
稿

『
日
本
敗
戦
直
後
の
北
海
道
石
狩

・

空
知
炭
田
で
の
被
強
制
連
行
中
国
人

・
朝
鮮
人
の
闘
争
』
佐
世
保
工
業
高
等
専
門
学

校
研
究
報
告
第
三
六
号

二
〇
〇
〇
年
刊
参
照
。

『本
邦
工
業
の
趨
勢
』

昭
和

一
六
年
～
二
〇
年
版

一
九
五

一
年
刊

鉱
産
経
済

調
査
会
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